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旧
刑
法
草
案
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
の
成
立
に
つ
い
て

―
新
発
見
資
料
に
よ
る
再
検
討
―

藤

田

正

は
じ
め
に

一
八
八
〇
（
明
治
十
三
年
）
年
七
月
、
日
本
で
最
初
の
西
欧
風
の
近
代
法
典
と
し
て
⽛
刑
法
⽜⽛
治
罪
法
⽜
が
公
布
さ
れ
た
。
治
罪
法
は

そ
の
後
の
刑
事
訴
訟
法
に
相
当
す
る
。
こ
の
法
典
は
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）

年
に
現
行
の
刑
法
が
公
布
さ
れ
て
翌
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
ま
で
ほ
ぼ
四
半
世
紀
の
あ
い
だ
日
本
の
刑
法
典
で
あ
っ
た
。

こ
の
刑
法
の
編
纂
は
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
四
月
司
法
省
に
お
い
て
始
ま
り
、
司
法
省
の
作
成
し
た
草
案
は
、
太
政
官
に
特
別
に
設

け
ら
れ
た
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
全
面
的
に
審
査
さ
れ
、
そ
の
後
元
老
院
審
議
を
経
て
公
布
さ
れ
た
。
司
法
省
草
案
⽛
日
本
刑
法
草

案
⽜
が
完
成
し
て
太
政
官
に
上
申
さ
れ
た
の
が
一
八
七
七
年
一
一
月
、
刑
法
草
案
審
査
局
が
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
審
査
を
終
え
て
⽛
刑
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法
審
査
修
正
案
⽜
を
上
申
し
た
の
が
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
七
月
、
元
老
院
が
審
議
を
終
え
た
の
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
四

月
で
あ
っ
た
。
元
老
院
の
審
議
に
お
い
て
は
わ
ず
か
な
字
句
の
修
正
の
ほ
か
ほ
と
ん
ど
修
正
を
受
け
て
い
な
い
の
で
、⽛
刑
法
審
査
修
正

案
⽜
の
成
立
は
、
旧
刑
法
そ
の
も
の
の
成
立
を
示
す
重
要
な
過
程
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
同
時
に
、
こ
れ
は
、
初
め
て
の
西
欧
風
法
典
を

編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
律
令
的
表
現
を
離
れ
て
、
西
欧
風
の
法
概
念
と
法
律
技
術
に
よ
っ
て
自
ら
の
国
家
秩
序
編
成
を
示
す
と

い
う
、
い
わ
ば
こ
の
時
期
の
明
治
国
家
の
自
己
認
識
を
考
察
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。

最
近
、
そ
の
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
の
模
様
を
示
す
資
料
が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
か
っ
た
刑
法
草
案
審
査
局
の
審
査
過
程
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
資
料
を
用
い
て
刑
法
草
案
審
査

局
の
作
業
過
程
と
そ
の
内
容
を
改
め
て
整
理
し
直
し
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
の
全
体
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

一

旧
刑
法
の
編
纂
過
程
―
刑
法
草
案
審
査
局
開
設
ま
で

明
治
一
三
年
刑
法
（
旧
刑
法
）
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
新
井
勉
の
一
九
七
五
年
の
論
稿
（
1
）に
よ
っ
て
そ
の
全
体
像
が
示
さ
れ
、
そ
の

後
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
鶴
田
晧
旧
蔵
文
書
（
所
謂
⽛
鶴
田
文
書
⽜）
に
含
ま
れ
る
旧
刑
法
編
纂
関
係
文
書
の
復
刻
と
研
究
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
2
）。
筆
者
も
参
加
し
た
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
旧
刑
法
に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
の
存
在
は
お
お
む
ね
判

明
し
、
そ
の
編
纂
過
程
も
細
部
に
い
た
る
ま
で
解
明
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
刑
法
の
個
別
問
題
に
関
す
る
具
体
的
な
研
究
が
可
能
と
な
り
、

日
本
に
お
け
る
刑
法
理
論
史
に
新
た
な
局
面
が
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
の
村
田
保
旧
蔵
文
書
、
所
謂
⽛
村
田

文
書
⽜
を
用
い
た
、
編
纂
過
程
に
関
わ
る
新
た
な
研
究
成
果
も
公
表
さ
れ
て
い
る
（
3
）。

以
上
の
研
究
に
よ
る
と
、
明
治
一
三
年
刑
法
の
編
纂
過
程
は
、
司
法
省
に
お
け
る
草
案
作
成
段
階
、
太
政
官
に
設
け
ら
れ
た
刑
法
草
案

審
査
局
に
お
け
る
草
案
審
査
段
階
、
元
老
院
に
お
け
る
草
案
審
議
段
階
の
三
段
階
に
わ
け
ら
れ
る
。
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第
一
の
、
司
法
省
に
お
け
る
草
案
作
成
段
階
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
⽛
教
師
⽜
と
し
て
参
加
し
、⽛
日
本
刑
法
草

案
⽜
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
多
く
の
草
案
、
な
ら
び
に
編
纂
会
議
の
記
録
で
あ
る
⽛
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
⽜
が

残
さ
れ
て
お
り
（
4
）、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
に
い
た
る
司
法
省
段
階
に
お
け
る
編
纂
過
程
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
判
明
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
（
5
）。

ま
た
、
第
三
の
段
階
、
元
老
院
に
お
け
る
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
、
元
老
院
の
⽛
議
案
簿
⽜、⽛
修
正
案
⽜、⽛
議
定
上
奏
録
⽜
な
ら
び
に

⽛
元
老
院
会
議
筆
記
⽜
な
ど
一
連
の
資
料
（
6
）が
残
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
の
段
階
、
太
政
官
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
草
案
審
査
段
階
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
織
・
人
員
、
主
要
な
論
点
な

ど
は
諸
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
か
ら
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
に
い
た
る
草
案
の
修
正
過
程
が
、

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
（
7
）。

ま
ず
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
が
審
査
さ
れ
る
に
い
た
る
経
過
を
、
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
（
8
）。

⽛
審
査
⽜
の
対
象
は
、
司
法
省
の
作
成
し
た
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
で
あ
る
。
司
法
省
で
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
九
月
に
刑
法
草
案

取
調
掛
を
置
い
て
西
欧
法
に
基
づ
く
刑
法
典
の
編
纂
作
業
を
開
始
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
お
雇
い
法
学
者
Ｇ
・
Ｅ
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
参
加
を

得
て
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
四
編
四
七
八
条
を
完
成
し
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
一
一
月
末
、
太
政
官
に
、
こ
の
草
案
四
冊
と
⽛
各
国

刑
法
類
纂
⽜
七
冊
を
上
呈
し
た
。

太
政
官
で
は
、
通
常
の
法
案
の
場
合
は
、
法
制
局
に
お
け
る
審
査
の
後
こ
れ
を
た
だ
ち
に
元
老
院
に
下
付
し
て
そ
の
審
議
に
委
ね
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
が
（
9
）、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜に
つ
い
て
は
、特
別
の
委
員
を
任
命
し
て
取
調
べ
を
お
こ
な
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

司
法
省
の
作
成
し
た
草
案
を
こ
こ
で
全
面
的
に
再
検
討
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
の
主
唱
者
は
伊
藤
博
文
な
ら

び
に
井
上
毅
で
あ
っ
た
。
伊
藤
の
指
示
（
10
）に
従
っ
て
、
井
上
は
刑
法
草
案
審
査
局
設
置
に
関
す
る
法
制
局
稟
議
を
ま
と
め
た
（
一
八
七
七
年
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一
二
月
一
三
日
付
稟
議
）。
閣
議
の
了
承
を
経
て
、
太
政
官
の
外
局
と
し
て
⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
が
設
置
さ
れ
、
元
老
院
中
に
開
設
さ
れ
た

（
一
八
七
八
年
一
月
十
四
日
付
刑
法
草
案
審
査
局
よ
り
太
政
大
臣
宛
開
設
届
）。
総
裁
は
参
議
伊
藤
博
文
、
委
員
は
元
老
院
か
ら
四
名
、
太
政
官

か
ら
三
名
、
司
法
省
一
名
が
選
ば
れ
（
11
）、
期
間
六
カ
月
で
審
査
を
完
了
す
る
事
が
命
じ
ら
れ
た
。

か
く
し
て
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
審
査
が
開
始
さ
れ
た
。

二

刑
法
審
査
修
正
案
の
編
纂
過
程

審
査
局
に
よ
る
審
査
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

村
田
保
は
、
新
律
綱
領
以
来
明
治
政
府
に
よ
る
刑
法
編
纂
に
深
く
関
わ
り
、
刑
法
草
案
審
査
委
員
で
あ
っ
て
、
元
老
院
に
お
け
る
刑
法

案
審
議
に
あ
た
っ
て
は
政
府
委
員
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
村
田
に
よ
る
と
、
審
査
局
は
、
ま
ず
、⽛
本
邦
ノ
国
体
ニ
関
シ
、
或
ハ

外
国
ニ
対
ス
ル
等
ノ
事
⽜
に
つ
い
て
⽛
予
決
問
題
ト
シ
テ
⽜
政
府
の
意
向
を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
二

月
二
七
日
、
審
査
局
総
裁
伊
藤
博
文
が
審
査
局
に
お
い
て
⽛
内
閣
ヨ
リ
上
奏
ヲ
経
テ
決
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
⽜
と
し
て
以
下
の
四
項
目

を
⽛
口
達
⽜
し
た
と
い
う
（
12
）。

一

皇
室
ニ
対
ス
ル
罪
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

一

国
事
犯
ノ
巨
魁
ヲ
死
刑
ニ
処
シ
刑
名
ヲ
区
別
シ
テ
設
ク
ル
コ
ト

一

外
国
人
関
係
ハ
一
切
之
ヲ
削
除
ス
ル
コ
ト

一

附
加
刑
ハ
之
ヲ
設
ク
ル
モ
政
権
ハ
削
除
ス
ル
コ
ト

そ
の
後
、
審
査
局
は
、
同
年
六
月
一
一
日
、
同
局
設
置
の
際
に
指
示
さ
れ
た
と
お
り
六
月
中
に
審
査
を
完
了
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
の
届
を
、
太
政
官
に
出
し
て
い
る
（
刑
法
草
案
審
査
総
裁
柳
原
前
光
よ
り
太
政
大
臣
三
条
実
美
宛
⽛
刑
法
草
案
審
査
本
月
中
成
功
ヲ
難
期
シ
旨
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御
届
⽜）。
審
査
委
員
に
元
老
院
議
官
を
兼
ね
る
者
が
多
く
、
折
か
ら
元
老
院
で
は
地
方
官
会
議
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
忙

殺
さ
れ
て
お
り
、
審
査
局
の
作
業
は
暫
時
休
止
し
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

柳
原
の
届
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
年
、
四
月
一
〇
日
か
ら
五
月
三
日
の
間
、
第
二
回
の
地
方
官
会
議
が
開
か
れ
た
。
議
長
は
伊
藤
博
文

で
あ
り
、
井
上
毅
が
御
用
掛
を
務
め
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
伊
藤
は
審
査
局
総
裁
で
あ
り
、
井
上
毅
は
、
伊
藤
と
と
も
に
刑
法
草
案
審
査

局
の
設
置
に
関
与
し
、
そ
の
審
査
内
容
に
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
先
述
し
た
村
田
の
言
う
⽛
口
達
⽜
の
成

立
に
も
関
わ
っ
た
と
推
測
し
う
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
地
方
官
会
議
で
は
、
郡
区
町
村
編
制
法
、
府
県
会
規
則
、
地
方
税
規
則
の

い
わ
ゆ
る
三
新
法
の
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
議
案
と
し
て
元
老
院
に
下
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
直
後
、
大

久
保
利
通
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
り（
五
月
一
四
日
）、伊
藤
博
文
は
大
久
保
の
跡
を
襲
っ
て
内
務
卿
と
な
っ
た
。

刑
法
草
案
審
査
局
の
総
裁
が
伊
藤
か
ら
柳
原
前
光
に
交
代
し
た
（
五
月
二
〇
日
、
発
令
は
二
八
日
）
の
も
、
そ
の
故
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
審
査
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
年
（
一
八
七
八
年
）
一
〇
月
一
〇
日
付
の
刑
法
草
案
審
査
局
伺
（
13
）で
は
、⽛
右
条
件
ハ
重

大
事
件
ニ
テ
当
局
ニ
於
テ
専
決
難
致
候
ニ
付
別
紙
本
条
相
添
伺
候
条
御
指
令
相
成
度
存
候
也
⽜
と
、
重
大
事
件
で
あ
っ
て
審
査
局
内
で
は

決
定
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
と
し
て
、
四
点
に
亙
っ
て
、
条
文
案
を
添
え
て
太
政
官
の
判
断
を
伺
っ
て
い
る
。

第
一
は
、
死
刑
の
時
効
に
つ
い
て
、
草
案
で
は
死
刑
の
時
効
を
三
〇
年
と
し
て
い
る
が
（
第
五
八
条
）、
こ
れ
で
は
皇
室
に
対
す
る
罪
や

祖
父
母
父
母
に
対
す
る
罪
、
ま
た
国
事
犯
な
ど
、
き
わ
め
て
重
い
罪
に
も
時
効
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
こ
れ
ら
を
時
効
の
例
外

と
す
る
と
、
時
効
を
与
え
る
罪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
案
の
通
り
で
よ
い
か
。

第
二
は
、⽛
大
赦
、
特
赦
、
減
軽
赦
⽜（
第
六
三
・
六
四
条
）
の
意
義
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
は
律
系
刑
法
の
用
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、

審
査
中
の
刑
法
草
案
が
基
礎
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
原
語
の
意
義
と
、
律
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
語
の
意
義
が

異
な
っ
て
い
る
。
刑
法
で
用
い
る
⽛
大
赦
、
特
赦
、
減
軽
赦
⽜
の
意
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
お
け
る
語
の
意
義
に
従
っ
て
定
め
て
よ
い
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か
。第

三
は
、⽛
皇
室
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
を
設
け
（
第
一
一
六
条
、
第
一
一
七
条
）、
天
皇
上
皇
三
后
皇
太
子
に
対
す
る
危
害
罪
と
不
敬
罪
を
設
け

た
が
、
こ
れ
で
よ
い
か
。

第
四
は
、⽛
親
属
例
⽜
を
置
き
（
第
一
一
五
条
）、
草
案
中
の
親
属
の
規
定
を
統
一
し
、
従
来
の
五
等
親
の
法
に
よ
ら
な
い
犯
罪
相
容
隠
等

の
基
準
と
し
た
。
た
だ
し
、
刑
法
に
限
っ
た
も
の
で
民
法
一
般
に
及
ぼ
す
規
定
で
は
な
い
。
そ
の
可
否
を
問
う
、
で
あ
っ
た
。

太
政
官
の
指
令
は
一
〇
月
一
九
日
、⽛
伺
之
通
相
心
得
草
案
審
定
可
致
事
⽜、
す
な
わ
ち
、
右
の
す
べ
て
に
つ
き
、
審
査
局
案
の
通
り
審

査
を
進
め
よ
、
で
あ
っ
た
。

翌
年
一
八
七
九
年
二
月
二
七
日
、
審
査
局
は
、
法
的
身
分
と
し
て
の
妾
を
廃
止
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
伺
出
た
（
同
日
付

刑
法
草
案
審
査
総
裁
柳
原
前
光
伺
、
太
政
大
臣
宛
（
14
））。
伺
の
表
題
は
⽛
妾
名
廃
存
ノ
儀
⽜
で
あ
る
。
こ
の
伺
が
出
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
右
の
、

前
年
一
〇
月
一
九
日
太
政
官
指
令
に
従
っ
て
置
か
れ
た
⽛
親
属
例
⽜
中
に
、⽛
妾
⽜
の
文
字
が
み
え
ず
、
従
来
妻
と
並
ん
で
⽛
妾
⽜
と
し
て

与
え
ら
れ
て
い
た
法
的
地
位
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
太
政
官
の
決
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
内
で
こ
れ
に
対
す
る
異
論
が

お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
再
度
、
こ
の
伺
が
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
⽛
親
属
例
⽜
は
、
当
時
の
現
行
刑
法
典
で
あ
る
新
律
綱
領
の
律
系
の
等
親
制
を
大
幅
に
変
更
し
、
刑
法
上
の
親
属
関
係
を
整

理
し
直
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
民
法
そ
の
ほ
か
の
民
事
法
規
に
よ
る
親
属
の
規
定
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
刑
法
中
で
親
属
関
係
を
規
定

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
に
お
い
て
、
犯
人
蔵
匿
罪
の
免
責
事
由
と
し
て
一
定
の
親
属
範
囲
を
規
定
し
て
い
た
（
第
一

八
七
条
）
も
の
を
、
審
査
局
で
は
、
親
属
範
囲
を
独
立
の
規
定
と
し
、
総
則
中
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
律
綱
領
の

⽛
五
等
親
図
⽜
を
西
欧
風
の
刑
法
典
に
ふ
さ
わ
し
い
親
属
規
定
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
度
の
審
査
局
の
伺
は
、
あ
ら
た
め
て
⽛
妾
名
廃
存
⽜
の
如
何
を
、
す
な
わ
ち
妾
を
廃
止
す
る
か
、
あ
る
い
は
復
活
さ
せ
る
か
、
を
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問
う
て
い
る
。
第
一
一
五
条
⽛
親
属
例
⽜、
第
三
〇
九
条
、
第
三
五
三
条
の
三
カ
条
に
つ
い
て
、
妾
を
置
か
な
い
場
合
を
⽛
原
案
⽜
第
一
案

と
し
、
妾
を
置
く
場
合
を
第
二
案
と
し
て
、
二
つ
の
案
を
併
記
し
、
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
か
太
政
官
の
決
定
を
求
め
た
。
太
政
官
で
は
法

制
局
に
検
討
さ
せ
、
法
制
局
は
審
査
局
原
案
の
通
り
妾
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
上
申
し
（
三
月
二
五
日
付
法
制
局
上
申
）、
こ
の
方
向
で
方

針
が
定
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
太
政
官
か
ら
審
査
局
へ
の
指
令
は
遅
れ
た
。
そ
れ
は
、
妾
は
こ
れ
ま
で
通
り
法
的
身
分
と
し
て
置

く
べ
き
で
あ
る
、
と
の
議
論
が
、
の
ち
に
元
老
院
審
議
の
際
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
政
府
内
外
に
根
強
く
存
在
し
て
い
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
太
政
官
大
書
記
官
尾
崎
三
良
、
少
書
記
官
馬
屋
原
彰
ら
四
名
の
連
名
で
出
さ
れ
た
妾
名
復
活
の
意
見
書
（
15
）が
、
三
月
二

〇
日
に
太
政
官
内
で
⽛
回
覧
⽜
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、⽛
妾
⽜
の
名
は
大
宝
令
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
皇
統
以
下
、
男
系
の
血
統
を
保

存
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
わ
が
国
で
は
、
妾
名
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
書
で
あ
っ
た
。
五
月
二
八
日
、
法
制
局
は
あ
ら
た
め

て
さ
ら
に
長
文
の
意
見
書
を
上
申
し
、
審
査
局
案
を
擁
護
し
た
。
太
政
官
は
、
結
局
、
全
て
第
一
案
、
す
な
わ
ち
審
査
局
の
⽛
原
案
⽜
に

よ
っ
て
審
定
せ
よ
と
指
令
し
た
。
そ
れ
は
、
刑
法
草
案
の
審
査
が
完
了
す
る
直
前
、
六
月
二
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
太
政
官
指
令
が
こ

こ
ま
で
遅
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
六
月
二
五
日
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
が
、
刑
法
草
案
審
査
局
総
裁
柳
原
前
光
か
ら
太
政
官
に

上
申
さ
れ
た
。
同
局
は
、
こ
の
と
き
、⽛
右
草
案
ニ
附
属
ス
ル
諸
規
則
等
猶
当
局
ニ
於
テ
取
調
懸
リ
候
残
務
モ
有
之
依
テ
諸
規
則
調
済
迄
閉

局
不
致
⽜
と
し
、⽛
修
正
本
⽜
は
活
版
の
本
と
す
る
、
と
届
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
法
附
属
の
諸
規
則
に
つ
き
な
お
審
査
局
に
お
い
て

取
調
べ
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
完
了
す
る
ま
で
閉
局
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
六
月
二
五
日
刑
法
草
案
審
査
総
裁
柳
原
前
光

届
出
）。
し
か
し
、
こ
の
後
、
司
法
省
が
作
成
し
た
治
罪
法
の
草
案
に
つ
い
て
、
刑
法
と
同
様
、
治
罪
法
草
案
審
査
局
を
設
け
て
行
な
う
こ

と
と
な
り
、
同
年
一
一
月
か
ら
そ
の
審
査
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
治
罪
法
草
案
審
査
局
は
刑
法
草
案
審
査
局
と
そ
の
委
員
が
か
な
り
重
複
し

て
お
り
、
事
実
上
、
刑
法
草
案
審
査
局
の
作
業
は
休
止
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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刑
法
草
案
審
査
局
は
翌
一
八
八
〇
年
三
月
に
な
っ
て
、
す
な
わ
ち
刑
法
審
査
修
正
案
が
元
老
院
に
議
案
と
し
て
下
付
さ
れ
た
後
、
刑
法

の
公
布
形
式
な
ら
び
に
新
刑
法
施
行
に
伴
う
移
行
措
置
、⽛
新
旧
比
照
例
⽜
の
編
纂
に
つ
い
て
、
太
政
官
に
伺
い
出
た
（
三
月
一
〇
日
刑
法
草

案
審
査
局
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
ノ
儀
ニ
付
伺
（
16
）⽜）。
こ
の
伺
は
太
政
官
法
制
部
の
勘
査
を
経
て
（
三
月
二
四
日
）、
内
閣
の
承
認
を
経
（
三
月
二
五

日
）、
三
月
三
一
日
に
ほ
ぼ
伺
の
通
り
と
指
令
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
特
命
全
権
公
使
と
し
て
ロ
シ
ア
に
赴
任
す
る
こ
と
を
理
由
に
柳
原
前
光
が
審
査
局
総
裁
を
免
ぜ
ら
れ
（
三
月
二
四
日
）、
細
川

潤
次
郎
に
交
代
し
た
。

三

刑
法
草
案
審
査
局
諸
草
案
の
位
置
づ
け

刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
は
、審
査
の
過
程
で
い
く
つ
も
の
草
案
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

早
稲
田
大
学
所
蔵
⽛
鶴
田
皓
旧
蔵
文
書
⽜（
以
下
、⽛
鶴
田
文
書
⽜
と
い
う
）
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
、
法
務
省
法
務
図
書
館
所
蔵
の
も
の
、

国
学
院
大
学
所
蔵
の
井
上
毅
旧
蔵
文
書
⽛
梧
陰
文
庫
⽜
に
含
ま
れ
る
も
の
、
そ
し
て
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
の
村
田
保
旧
蔵
文
書
（
以
下
、⽛
村

田
文
書
⽜
と
い
う
）
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
修
正
を
経
て
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
が
完
成
す
る
過
程

で
作
成
さ
れ
た
諸
草
案
と
み
ら
れ
、
各
条
文
を
追
っ
て
そ
れ
ら
の
先
後
、
な
い
し
因
果
関
係
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
草
案
の
系
譜

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
草
案
が
、
審
査
局
に
お
け
る
修
正
作
業
の
ど
の
よ
う
な
段
階
に
作
成
さ
れ
た
も

の
か
、
一
年
半
に
及
ぶ
審
査
局
の
作
業
段
階
に
対
応
さ
せ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
発
見
さ
れ
た
新
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
述
し
た
諸
草
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
を
相
当
程
度
明

確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
新
発
見
の
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
草
案
で
あ
る
。
所
蔵
に
い

た
っ
た
経
緯
は
不
明
な
が
ら
、⽛
貴
族
院
図
書
⽜
の
印
が
あ
り
、
貴
族
院
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、⽛
貴
族
院
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本
⽜
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

本
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
⽝
刑
法
草
案
：
五
回
⽞
と
い
う
表
題
で
架
蔵
さ
れ
て
い
る
（
架
蔵
番
号
Ｗ
三
五
八
―
五
）。
和
綴
本
の

写
本
五
冊
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
紺
色
の
表
紙
に
表
題
を
示
す
題だ

い

簽せ
ん

が
つ
け
ら
れ
、
帙ち

つ

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
板
心
に
⽛
刑
法
草
案
審
査

局
⽜
と
刷
ら
れ
た
一
三
行
罫
紙
に
墨
筆
浄
書
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
に
朱
筆
に
よ
る
加
筆
訂
正
が
あ
る
。
内
容
は
、
司
法
省
に
よ
る
⽛
日

本
刑
法
草
案
⽜
か
ら
刑
法
草
案
審
査
局
に
よ
る
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
に
い
た
る
諸
草
案
と
、
そ
の
修
正
過
程
が
窺
え
る
も
の
で
、
刑
法

草
案
審
査
局
に
よ
る
審
査
過
程
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
過
程
と
し
て
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

本
資
料
が
最
近
ま
で
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
事
自
体
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
通
常
立
法
資
料
を
所
蔵
す
る

箇
所
に
な
か
っ
た
か
ら
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
本
資
料
の
来
歴
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、

こ
の
資
料
を
管
理
し
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
で
は
受
け
入
れ
の
記
録
な
ど
も
な
く
不
明
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
資

料
自
体
か
ら
も
こ
の
点
を
窺
え
る
も
の
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
各
本
に
⽛
貴
族
院
図
書
⽜
の
印
が
あ
る
の
で
、
貴
族
院
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
国
立
国
会
図
書
館
に
引
継
が
れ
た
も
の
か
と
推
測
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
貴
族
院
旧
蔵
だ
と
し
て

も
貴
族
院
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
、
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
本
資
料
の
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
用
紙
か

ら
判
断
し
て
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
朱
筆
の
書
込
み
部
分
も
浄
書
で
あ
る
の
で
、
審
査
途
中
に

用
い
ら
れ
た
草
案
本
と
い
う
よ
り
、
審
査
が
終
了
し
た
後
、
各
段
階
に
お
け
る
修
正
個
所
を
示
す
書
込
み
を
加
え
て
作
成
し
た
本
と
み
ら

れ
る
。

五
冊
の
各
冊
の
題
簽
は
、第
一
冊
が⽛
一
回
刑
法
草
案
稿
本
自
第
一
編
至
第
四
編
⽜、第
二
冊
が⽛
二
回
刑
法
草
案
自
第
一
編
至
第
四
編
⽜、

第
三
冊
が
⽛
三
回
刑
法
草
案
自
第
一
編
至
第
四
編
⽜、
第
四
冊
が
⽛
四
回
刑
法
草
案
自
第
一
編
至
第
四
編
⽜、
第
五
冊
が
⽛
五
回
刑
法
審
査

修
正
案
自
第
一
編
至
第
四
編
⽜
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、⽛
一
回
⽜
か
ら
⽛
五
回
⽜
ま
で
、
回
数
と
み
ら
れ
る
数
字
が
表
示
さ
れ
て
い
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る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
は
草
案
の
審
議
が
五
回
に
亙
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
五

種
類
の
修
正
草
案
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
元
老
院
審
議
の
際
、
政
府
委
員
で
あ
っ
た
村
田
保
は
、
審
査
局

は
日
本
刑
法
草
案
の
逐
条
審
査
に
入
っ
た
が
、
こ
の
審
査
は
四
回
に
亙
っ
た
と
、
す
な
わ
ち
、
刑
法
草
案
審
査
局
で
は
⽛
第
四
回
ノ
審
査

ヲ
経
テ
⽜
刑
法
審
査
修
正
案
を
作
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
17
）。
こ
の
、⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
成
立
に
い
た
る
審
査
局
の
審
査
は
四
回
に
亙
っ

た
と
い
う
村
田
の
説
明
は
、
同
局
に
お
け
る
審
査
作
業
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
理
解
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
、
有
力
な
見
解
は
す
べ
て

こ
れ
に
従
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
草
案
諸
本
の
先
後
関
係
を
検
討
し
、
諸
草
案
の
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
さ
れ
た
審
査
段
階
を
推
定
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
今
回
発
見
さ
れ
た
⽛
貴
族
院
本
⽜
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
基
準
に

諸
草
案
を
位
置
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
段
階
を
諸
草
案
に
対
応
さ
せ
て
理
解
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。⽛
貴
族
院
本
⽜
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
過
程
で
作
成
さ
れ
た
草
案
類
を
同
局
自
身
が
整

理
し
、
一
揃
い
の
書
類
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
鶴
田
文
書
本
等
々
の
既
知
の
諸
草
案
に
は
な
い
特
徴
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、⽛
貴
族
院
本
⽜
の
草
案
整
理
を
基
準
と
し
て
他
の
諸
草
案
の
審
査
過
程
上
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
か
く
し
て
、
こ
こ
で
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
草
案
審
査
は
、
村
田
が
言
う
四
回
で
は
な
く
、
全
体
で
五
回
に
及
ん
だ
も

の
と
考
え
、⽛
貴
族
院
本
⽜
の
草
案
整
理
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

⽛
貴
族
院
本
⽜
を
概
観
す
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

そ
の
第
一
冊
は
、
最
初
に
⽛
日
本
刑
法
草
案
目
録
⽜
が
あ
り
、
続
い
て
、
第
一
編
か
ら
第
四
編
ま
で
の
草
案
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
第

一
編
で
は
、
三
種
の
草
案
が
続
け
て
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
墨
筆
浄
書
し
た
草
案
に
朱
筆
に
よ
る
加
筆
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
第
一
は
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
表
題
で
、
日
本
刑
法
草
案
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
条
か
ら
第
一
三
〇
条
ま
で
、
第
二
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は
⽛
刑
法
⽜
の
表
題
で
第
一
条
か
ら
第
一
一
四
条
ま
で
、
第
三
は
⽛
刑
法
⽜
の
表
題
で
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
ま
で
の
草
案
で
あ
る
。

第
二
編
以
降
は
、
日
本
刑
法
草
案
を
墨
筆
浄
書
し
た
草
案
に
朱
墨
の
加
筆
訂
正
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、
第
二
編
が
第
一
三
一
条
か
ら
第
三

二
六
条
ま
で
（
訂
正
後
は
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
八
九
条
ま
で
）、
第
三
編
は
第
三
二
七
条
か
ら
第
四
七
二
条
ま
で
（
訂
正
後
は
第
二
九
〇

条
か
ら
第
四
百
二
十
四
条
ま
で
）、
第
四
編
は
、
第
四
七
三
条
か
ら
四
七
八
条
ま
で
（
訂
正
後
は
第
四
二
五
条
か
ら
第
四
三
〇
条
ま
で
）
で

あ
る
。

第
二
冊
は
、
第
一
編
は
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
ま
で
、
第
二
編
は
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
八
七
条
ま
で
、
第
三
編
は
第
二
九
〇
条
か

ら
第
四
二
四
条
ま
で
、
第
四
編
は
第
四
二
五
条
か
ら
第
四
三
〇
条
ま
で
の
草
案
で
あ
る
。

第
三
冊
は
、
第
一
編
は
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
ま
で
、
第
二
編
は
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
八
七
条
ま
で
、
第
三
編
は
第
二
八
八
条
か

ら
第
四
二
〇
条
ま
で
、
第
四
編
は
第
四
二
一
条
か
ら
第
四
二
六
条
ま
で
の
草
案
で
あ
る
。

第
四
冊
は
、
第
一
編
は
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
ま
で
、
第
二
編
は
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
八
六
条
ま
で
、
第
三
編
は
第
二
八
八
条
か

ら
第
四
一
九
条
ま
で
、
第
四
編
は
第
四
二
〇
条
か
ら
第
四
二
六
条
ま
で
（
訂
正
後
は
第
四
二
〇
条
か
ら
第
四
二
五
条
ま
で
）
の
草
案
で
あ

る
。第

五
冊
は
、
第
一
編
は
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
ま
で
、
第
二
編
は
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
九
一
条
ま
で
、
第
三
編
は
第
二
九
二
条
か

ら
第
四
二
四
条
ま
で
、
第
四
編
は
第
四
二
五
条
か
ら
第
四
三
〇
条
ま
で
の
草
案
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
各
冊
を
、⽛
貴
族
院
Ⅰ
⽜⽛
貴
族
院
Ⅱ
⽜⽛
貴
族
院
Ⅲ
⽜⽛
貴
族
院
Ⅳ
⽜⽛
貴
族
院
Ⅴ
⽜
と
呼
び
、
と
く
に
第
一
冊
の
第
一
編
に

つ
い
て
は
、
三
種
の
草
案
を
そ
れ
ぞ
れ
⽛
貴
族
院
Ⅰ
ａ
⽜⽛
貴
族
院
Ⅰ
ｂ
⽜⽛
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
⽜
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
過
程
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
諸
本
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
（
18
）。
そ
れ
ら
が
貴

族
院
本
の
ど
の
本
に
対
応
す
る
か
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
各
本
に
そ
の
編
纂
時
期
の
手
が
か
り
を
求
め
、
推
定
し
て
み
よ
う
。
以
下
で
は
、
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既
知
の
草
案
を
作
成
時
期
の
順
に
検
討
し
て
み
る
。

（
1
）⽛
刑
法
再
訂
本

第
一
編
⽜

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
鶴
田
皓
旧
蔵
文
書
（
鶴
田
文
書
）
中
の
一
冊
、⽛
刑
法
審
査
修
正

第
一
稿
⽜（
架
蔵
番
号
ワ
一
三
―
六

四
六
七
―
一
）
に
（
8
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本
⽜
と
と
も
に
綴
込
ま
れ
て
い
る
。

⽛
司
法
省
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
墨
筆
浄
書
し
た
草
案
に
、
朱
筆
で
お
び
た
だ
し
い
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
編
第
一
条
か
ら
第
一
一
九
条
（
未
遂
犯
）
ま
で
の
草
案
で
あ
る
。
条
文
の
修
正
・
削
除
・
挿
入
の
後
も
、
条
番
号
を
訂
正
し
て

い
な
い
。
墨
書
は
、
お
お
む
ね
貴
族
院
Ⅰ
ａ
訂
正
後
ま
た
は
同
・
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
に
あ
た
る
。
全
体
に
、
墨
書
が
Ⅰ
ａ
訂
正
後
の
も
の
は

朱
書
が
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
と
一
致
し
、
墨
書
が
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
の
も
の
は
朱
筆
は
Ⅰ
ｂ
訂
正
後
な
ら
び
に
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
が
混
在
し
て
い
る
。
自

首
条
（
第
八
七
、
八
八
条
）、
酌
量
減
軽
～
正
犯
で
は
、
墨
書
が
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
、
そ
れ
以
外
は
墨
書
が
Ⅰ
ａ
訂
正
後
で
あ
る
。
な
お
、
い

ず
れ
に
も
現
れ
な
い
も
の
が
あ
る
（
第
七
四
条
、
未
遂
犯
な
ど
）。
第
九
章

未
遂
犯
罪
で
は
、
第
一
一
四
条
の
墨
書
が
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
で

朱
訂
が
な
い
。
第
一
一
五
条
・
第
一
一
八
条
の
墨
書
が
Ⅰ
ａ
訂
正
前
（
第
一
二
五
条
、
第
一
二
九
条
）
で
、
朱
訂
後
が
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
、

第
一
一
六
条
の
墨
書
が
Ⅰ
ａ
訂
正
前
（
第
一
二
六
条
）
で
、
こ
の
条
は
朱
筆
削
除
、
第
一
一
七
条
は
墨
書
が
Ⅰ
ａ
訂
正
前
（
第
一
二
八

条
）
で
、
こ
の
条
は
朱
筆
削
除
、
第
一
一
九
条
は
、
墨
書
が
Ⅰ
ａ
訂
正
前
（
第
一
三
〇
条
）
で
朱
訂
な
し
、
1
ａ
訂
正
前
の
第
一
二
七

条
（
悔
悟
中
止
）
は
消
滅
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
こ
の
⽛
再
訂
本
⽜
に
お
け
る
修
正
を
整
理
し
た
の
が
貴
族
院
Ⅰ
ｂ
と
み
ら
れ
、
貴
族
院
Ⅰ
ｂ
の
成
立
過
程
を
示
す
も

の
と
考
え
て
よ
い
。

な
お
、
こ
の
本
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
、
次
の
（
2
）⽛
刑
法
（
草
案
）⽜
で
あ
る
。
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（
2
）⽛
刑
法
（
草
案
）⽜

法
務
省
法
務
図
書
館
所
蔵
の
細
川
潤
次
郎
旧
蔵
文
書
で
あ
る
⽛
吾
園
叢
書
⽜
の
第
一
四
冊
（
19
）（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
―
Ｇ
―
一
―
一

四
）
に
綴
込
ま
れ
た
草
案
で
、
目
録
で
は
⽛
刑
法
（
草
案
）
一
―
七
七
条
⽜
と
な
っ
て
い
る
。

表
題
は
⽛
刑
法
⽜
で
、⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
一
三
枚
に
、
第
一
編
第
一
条
か
ら
第
七
七
条
ま
で
が
墨
筆
浄
書
さ

れ
て
い
る
。
書
入
れ
な
ど
は
な
い
。
本
文
は
貴
族
院
Ⅰ
ｂ
訂
正
前
に
相
当
す
る
。

（
3
）⽛（
司
法
省
ヨ
リ
廻
送
）
刑
法
修
正
案
⽜

⽛
鶴
田
文
書
⽜
中
の
⽛
日
本
刑
法
草
案

写
本
⽜
の
第
二
冊
（
架
蔵
番
号

ワ
一
三
―
六
四
六
六
―
二
）
に
綴
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
合
計
で
一
一
編
の
草
案
が
綴
込
ま
れ
て
お
り
、
第
一
か
ら
第
一
〇
ま
で
は
、
司
法
省
に
お
け
る
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
編

纂
過
程
で
作
成
さ
れ
た
草
案
類
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
、
第
一
一
番
目
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
が
本
草
案
で
あ
る
。

第
一
編
、
第
一
条
か
ら
一
一
四
条
（
未
遂
）
ま
で
の
草
案
で
あ
る
。
表
紙
に
あ
た
る
第
一
葉
に
⽛
刑
法
修
正
案
⽜
と
表
題
が
記
さ
れ
、

朱
筆
で
⽛
司
法
省
ヨ
リ
廻
送
⽜
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
浄
書
さ
れ
た
草
案
に
朱
筆
の

書
入
れ
が
あ
る
。

こ
の
本
の
墨
書
は
、
貴
族
院
Ⅰ
ｂ
訂
正
後
な
い
し
Ⅰ
ｃ
訂
正
前
で
あ
る
。
朱
筆
は
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
編

の
第
一
回
審
査
が
こ
れ
に
よ
っ
て
完
了
し
た
こ
と
を
示
す
本
で
あ
る
。

こ
の
本
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
、
次
の
（
4
）⽛
刑
法
修
正
案
⽜
で
あ
る
。
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（
4
）⽛
刑
法
修
正
案
⽜

⽛
吾
園
叢
書
⽜
の
第
一
四
冊
（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
、
Ｇ
二
―
一
―
一
四
）
に
綴
込
ま
れ
た
写
本
で
あ
る
。

表
題
は
⽛
刑
法
修
正
案
⽜、⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
一
三
行
罫
紙
に
第
一
条
か
ら
第
一
一
四
条
ま
で
を
墨
筆
浄
書
し
た
草
案
に
朱

筆
で
書
入
れ
が
あ
る
。

こ
の
本
は
、
用
紙
、
朱
筆
書
入
れ
部
分
ま
で
が
（
3
）
の
鶴
田
文
書
本
と
一
致
し
て
い
る
。
表
題
に
⽛
司
法
省
ヨ
リ
廻
送
⽜
と
あ
る

の
も
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
本
に
は
、
末
尾
の
余
白
に
鉛
筆
で
〈
Revised
in
3d
July
11th
m
aige〉
と
書
入
れ
が
あ
り
、
こ
の

本
の
審
査
が
明
治
一
一
年
七
月
三
日
に
終
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
5
）⽛
刑
法
草
案
⽜

⽛
吾
園
叢
書
⽜
第
一
四
冊
（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
、
Ｇ
二
―
一
―
一
四
）
に
綴
込
ま
れ
た
写
本
で
あ
る
。

表
題
は
⽛
刑
法
草
案
⽜、⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
浄
書
さ
れ
た
草
案
の
三
つ
の
断
片
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
第
二
編
第
九
章
第
三
〇
四
か
ら
三
二
六
条
ま
で
、
第
三
編
第
一
章
第
一
節
第
三
二
七
か
ら
三
三
三
条
ま
で
、
第
四
一
〇
か
ら
四

二
三
条
ま
で
の
三
つ
で
あ
る
。
朱
訂
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
本
の
墨
書
は
、
お
お
む
ね
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
で
あ
る
。

（
6
）（
刑
法
草
案
の
断
片
）

⽛
吾
園
叢
書
⽜
第
一
四
冊
（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
、
Ｇ
二
―
一
―
一
四
）
に
綴
込
ま
れ
た
写
本
で
あ
る
。
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（
5
）
の
第
一
の
も
の
（
第
二
編
第
九
章
第
三
〇
四
か
ら
三
二
六
条
ま
で
）
の
異
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
に
は
朱
訂
が
あ
る
。

こ
の
本
で
は
、
朱
訂
後
が
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
で
あ
る
。

（
7
）⽛
刑
法
第
二
編
第
一
第
二
章
草
案
⽜

⽛
吾
園
叢
書
⽜
第
一
四
冊
（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
、
Ｇ
二
―
一
―
一
四
）
に
綴
込
ま
れ
た
写
本
で
あ
る
。

⽛
司
法
省
⽜
板
心
の
一
〇
行
青
色
罫
紙
に
、
表
題
の
第
一
一
六
か
ら
一
三
五
条
ま
で
が
墨
筆
浄
書
さ
れ
て
お
り
、
朱
筆
訂
正
入
り
。
表

紙
に
⽛
明
治
十
一
年
八
月
廿
一
日
審
査
畢
⽜
と
あ
る
。

こ
の
本
で
は
、
朱
訂
後
が
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
で
あ
る
。

（
8
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本
⽜

⽛
鶴
田
文
書
⽜
中
の
一
冊
、⽛
刑
法
審
査
修
正

第
一
稿
⽜（
架
蔵
番
号
ワ
一
三
―
六
四
六
七
―
一
）
に
（
1
）
と
と
も
に
綴
じ
込
ま
れ

て
い
る
。

全
四
編
の
刑
法
草
案
で
、
第
一
か
ら
四
三
〇
条
ま
で
。
第
一
編
の
表
紙
に
⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本

第
一
編
⽜
と
あ
り
、
そ
の
右
に

朱
筆
で
⽛
審
査
局

隺
田
校
本
第
二
ノ
調
査
⽜
と
書
込
み
が
あ
る
。
第
三
編
の
表
紙
に
は
⽛
刑
法
修
正
案

第
三
編
⽜
と
あ
る
。
第

二
編
と
第
四
編
に
は
表
紙
が
な
い
。⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
墨
筆
浄
書
し
た
も
の
に
、
朱
筆
・
墨
筆
で
の
書
込
み

が
お
び
た
だ
し
く
、
貼
込
み
も
あ
る
。
条
数
は
、
第
一
編
が
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
、
第
二
編
が
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
八
九
条
、

第
三
編
が
第
二
九
〇
条
か
ら
第
四
二
四
条
、
第
四
編
が
第
四
二
五
条
か
ら
第
四
三
〇
条
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
お
お
む
ね
、
墨
書
が
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
で
あ
り
、
朱
訂
が
貴
族
院
Ⅱ
訂
正
前
に
あ
た
る
。
な
お
、
墨
訂
が
あ
る
も
の
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は
、
そ
れ
が
貴
族
院
Ⅲ
と
な
る
。

こ
の
本
に
は
二
つ
の
異
本
が
あ
る
。
一
つ
は
（
9
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本
⽜、
他
の
一
つ
は
、（
10
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本

第
一

編
⽜（
第
一
編
の
み
）
で
あ
る
。

（
9
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本
⽜

⽛
吾
園
叢
書
⽜
第
一
三
冊
（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
―
Ｇ
二
―
一
―
一
三
）
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

全
四
編
四
三
〇
条
の
草
案
で
、⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
墨
筆
浄
書
し
た
草
案
に
、
書
入
お
よ
び
貼
込
が
あ
る
。

浄
書
さ
れ
た
草
案
は
お
お
む
ね
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
で
あ
り
、
第
一
編
の
朱
訂
が
貴
族
院
Ⅱ
訂
正
前
に
あ
た
る
場
合
と
貴
族
院
Ⅲ
と

な
る
場
合
と
が
あ
る
。（
8
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本
⽜
の
異
本
と
み
ら
れ
る
が
、
第
二
編
、
第
三
編
で
は
書
入
れ
が
一
致
し
な
い
。
朱

訂
が
貴
族
院
Ⅲ
訂
正
前
に
あ
た
る
場
合
と
貴
族
院
Ⅳ
と
な
る
場
合
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
（
11
）⽛
刑
法
審
査
修
正
第
二
稿
⽜
の
書

入
と
一
致
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

（
10
）⽛
刑
法
草
案
修
正
稿
本

第
一
編
⽜

国
学
院
大
学
が
所
蔵
す
る
井
上
毅
旧
蔵
文
書
⽛
梧
陰
文
庫
⽜
中
に
あ
る
（
架
蔵
番
号
Ｂ
―
一
九
五
四
）。

（
8
）
の
異
本
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
⽛
司
法
省
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
浄
書
さ
れ
て
い
る
。
第
一
編
一
一
五
条
の
草
案
で
あ
る
。

た
だ
し
、
朱
訂
は
な
い
。
表
紙
に
⽛
第
二
修
正
⽜
と
あ
る
。
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（
11
）⽛
刑
法
審
査
修
正

第
二
稿
⽜

⽛
鶴
田
文
書
⽜
中
の
一
冊
（
架
蔵
番
号

ワ
一
三
―
六
四
六
七
―
二
）。

白
板
紙
の
表
紙
に
⽛
刑
法
審
査
修
正

第
二
稿
⽜
と
外
題
が
あ
る
。
第
一
葉
の
表
題
は
⽛
刑
法
⽜
と
あ
り
、⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板

心
の
一
三
行
罫
紙
に
墨
筆
で
浄
書
し
た
も
の
に
朱
筆
の
書
入
れ
が
あ
る
。
全
四
編
、
第
一
条
か
ら
第
四
二
六
条
ま
で
の
刑
法
草
案
。
第

一
編
が
第
一
条
か
ら
第
一
一
五
条
で
あ
る
が
、第
一
一
六
条
が
朱
筆
で
追
加
さ
れ
て
い
る
。
第
二
編
は
第
一
一
六
条
か
ら
第
二
八
七
条
、

第
三
編
が
第
二
八
八
条
か
ら
第
四
二
〇
条
、
第
四
編
が
第
四
二
一
条
か
ら
第
四
二
六
条
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
お
お
む
ね
墨
書
が
貴
族
院
Ⅲ
に
対
応
し
、
朱
訂
が
貴
族
院
Ⅴ
に
あ
た
る
場
合
と
、
墨
書
が
貴
族
院
Ⅳ
に
対
応
し
、
朱
訂

が
貴
族
院
Ⅴ
に
あ
た
る
場
合
と
が
あ
る
。

こ
の
本
に
よ
る
第
四
回
審
査
後
、
第
五
回
審
査
の
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
た
が
、
鶴
田
文
書
の
中
に
は
残
っ
て
い
な
い
。（
12
）⽛
刑
法

修
正
案

全
⽜
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

（
12
）⽛
刑
法
修
正
案

全
⽜

⽛
吾
園
叢
書
⽜
第
一
四
冊
（
架
蔵
番
号
Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
、
Ｇ
二
―
一
―
一
四
）
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

⽛
刑
法
草
案
審
査
局
⽜
板
心
の
一
三
行
罫
紙
に
墨
筆
浄
書
し
た
も
の
に
第
二
編
ま
で
朱
訂
入
り
。
全
四
編
、
第
一
条
か
ら
四
三
〇
条
ま

で
の
刑
法
草
案
で
あ
る
。

第
二
編
ま
で
お
お
む
ね
墨
書
が
貴
族
院
Ⅲ
に
対
応
し
、
朱
訂
が
貴
族
院
Ⅴ
に
あ
た
る
。
第
三
編
第
四
編
は
墨
書
が
貴
族
院
Ⅴ
に
あ
た

る
。
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上
記
の
諸
本
の
う
ち
、
作
成
時
期
の
推
定
が
可
能
な
も
の
は
、
ま
ず
、（
3
）（
4
）
の
二
本
で
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
時
期
に
作
成
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
、（
4
）
の
末
尾
に
鉛
筆
書
き
で
残
さ
れ
た
書
込
み
、⽛
Revised
in
3d
July
11th
m
aige⽜
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
、
一
八

七
八
年
七
月
三
日
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
は
こ
の
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

回
の
審
査
で
あ
る
。

第
一
回
の
審
査
で
は
、
と
く
に
第
一
編
に
つ
い
て
、
貴
族
院
本
に
は
三
種
類
の
草
案
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貴
族
院
Ⅰ
ａ
、

貴
族
院
Ⅰ
ｂ
、
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
で
あ
る
が
、
貴
族
院
Ⅰ
ａ
の
墨
書
は
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
で
あ
る
か
ら
、
審
査
の
結
果
作
成
さ
れ
た
も
の
と

し
て
は
、
貴
族
院
Ⅰ
ａ
の
訂
正
後
と
、
貴
族
院
Ⅰ
ｂ
、
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
上
記
諸
草
案
で
は
そ
れ
ぞ
れ
（
1
）

と
（
3
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。（
3
）
に
記
さ
れ
た
⽛
司
法
省
ヨ
リ
廻
送
⽜
の
文
言
や
、（
1
）（
4
）
に
⽛
司
法
省
⽜
板
心
の
罫
紙
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
刑
法
草
案
審
査
局
の
活
動
の
初
期
、
と
く
に
第
一
編
の
審
査
に
は
、
司
法
省
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

次
に
、（
5
）（
6
）（
7
）
の
三
本
は
、
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
の
訂
正
後
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、（
7
）
に
は
、
表
紙
に
⽛
明
治
一
一
年

八
月
廿
一
日
審
査
畢
⽜
と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
こ
の
時
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
刑
法
草
案
審
査
局
は
、
官
員
の
暑
中
休
暇
に
合

わ
せ
て
、
七
月
一
一
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
三
〇
日
間
の
休
暇
を
と
る
旨
届
け
出
て
お
り
（
20
）、
こ
の
三
本
は
、
休
暇
明
け
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、（
8
）（
9
）
の
成
立
時
期
は
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
〇
月
一
〇
日
以
前
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。（
8
）
の
墨
書
の
条

文
が
、
こ
の
日
付
を
も
つ
刑
法
草
案
審
査
局
伺
（
21
）に
引
く
条
文
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
筆
訂
正
後
の
条
文
が
一
八
七
九
年
二

月
二
七
日
付
審
査
局
伺
（
22
）（

妾
名
存
廃
ノ
儀
ヲ
候
ス
）
中
の
条
文
案
と
一
致
す
る
の
で
、
修
正
は
こ
の
時
ま
で
に
終
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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（
8
）（
9
）
の
墨
書
の
条
文
は
、
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
に
一
致
す
る
の
で
、
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
の
成
立
時
期
も
こ
れ
と
一
致
す
る
。

同
様
の
推
定
か
ら
、
そ
の
朱
訂
は
お
お
む
ね
貴
族
院
Ⅱ
に
一
致
す
る
の
で
、
貴
族
院
Ⅱ
の
成
立
は
、
右
の
一
八
七
九
年
二
月
二
七
日
付
審

査
局
伺
よ
り
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
伺
に
は
、
第
一
一
五
条
、
第
三
〇
九
条
、
第
三
五
三
条
の
三
カ
条
の
条
文
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
が
貴
族
院
Ⅱ
の
墨
書
草
案
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
回
の
審
査
で
あ
る
。

な
お
、
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
に
初
出
の
⽛
親
属
例
⽜
が
、（
8
）（
9
）
に
は
現
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、（
9
）
吾
園
叢
書
本
に
み
る

⽛
親
属
例
⽜
第
一
一
五
条
は
、
墨
筆
・
朱
筆
訂
正
と
も
に
貴
族
院
本
な
ら
び
に
（
8
）
鶴
田
文
書
本
と
は
一
部
で
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

朱
筆
で
第
一
一
六
条
が
書
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
条
文
は
、
鶴
田
文
書
本
で
は
（
11
）
の
書
込
み
に
お
い
て
み
ら
れ
、
貴
族
院
本
で
は

貴
族
院
Ⅴ
に
初
め
て
登
場
し
、⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
で
は
第
一
一
五
条
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
）
で
は
、
第
一
一
五
条
（
親
属
例
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
出
の
明
治
一
二
年
二
月
二
七
日
付
太
政
大
臣
宛
刑
法
草
案
審
査
局
伺
（
妾

名
存
廃
ノ
儀
ヲ
候
ス
）
に
引
く
条
文
と
、
条
番
号
・
条
文
と
も
に
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
一
六
条
が
朱
筆
で
追
加
さ
れ
て
い
る
の
は
、

法
制
局
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
明
治
一
二
年
三
月
七
日
付
の
刑
法
草
案
審
査
局
答
申
（
23
）に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
第
一
一
六
条
は
、
法
制
局
か
ら
の
質
問
に
触
発
さ
れ
て
追
加
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
日
付
の
こ
ろ
に
付
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
条
は
、
貴
族
院
Ⅳ
に
は
な
く
、
貴
族
院
Ⅴ
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
る
。

こ
の
草
案
（
11
）
は
、
貴
族
院
本
の
草
案
の
配
列
か
ら
見
る
と
、
第
四
回
の
審
査
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た

草
案
で
は
、
第
三
回
審
査
を
示
す
草
案
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
記
二
月
二
七
日
付
審
査
局
伺
に
対
し
て
太
政
官
か
ら
指
令
が
与
え
ら
れ
た
の
は
六
月
二
三
日
付
で

あ
り
、
こ
こ
で
第
一
一
五
条
に
規
定
す
る
親
属
か
ら
妾
を
排
除
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

（
12
）
は
（
11
）
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
だ
が
、
第
一
一
四
条
、
第
一
一
五
条
に
置
か
れ
た
⽛
親
属
例
⽜
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
諸
草
案
、
伺
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指
令
に
み
た
も
の
と
は
異
な
る
特
異
な
条
文
で
あ
り
、
成
立
時
期
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。⽛
親
属
例
⽜
は
、
刑
法
草
案
の
本
体
と
は
別
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
案
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貴
族
院
本
に
お
い
て
、⽛
親
属
例
⽜
は
貴
族
院
Ⅰ
ｃ
訂
正
後
の
条
文
が
、

貴
族
院
Ⅱ
、
貴
族
院
Ⅲ
、
貴
族
院
Ⅳ
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
お
り
、
貴
族
院
Ⅴ
に
お
い
て
最
終
形
が
現
わ
れ
る
の
で
、
親
属
例

の
様
々
な
案
は
貴
族
院
本
か
ら
は
窺
え
な
い
。

以
上
、
貴
族
院
Ⅰ
〜
Ⅴ
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
諸
草
案
か
ら
得
ら
れ
た
審
査
過
程
に
関
す
る
情
報
が
よ

り
確
実
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ら
修
正
過
程
を
完
全
に
追
跡
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四

刑
法
審
査
修
正
案
の
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
と
の
対
比

⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
か
ら
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
へ
の
変
化
は
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
⽛
予
決
問
題
⽜
に
対
す
る
⽛
口
達
⽜
に
従
っ
て
、
国
外
犯
、
外
国
人
の
国
内
犯
な
ど
、
外
国
な
い
し
外
国
人
に
関
わ
る
条

文
が
全
体
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
第
一
編
⽛
総
則
⽜
で
は
、
多
く
の
条
文
で
規
定
が
統
合
な
い
し
概
括
化
さ
れ
、
条
文
数
が
若
干
減
少
し
た

が
、
内
容
で
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
な
お
、⽛
自
首
減
軽
⽜
が
独
立
の
節
と
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
末
尾
に
親
属
例
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
一
一
年
一
〇
月
一
九
日
の
太
政
官
指
令
（
先
述
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
親
属
例
は
、
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
民
法
規
定
が
存
在
し
な
い
時
期
に
、
刑
法
中
の
親
属
身
分
の
基
準
と
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
刑
法
草
案

で
は
犯
人
蔵
匿
隠
避
罪
の
う
ち
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
刑
法
上
の
親
属
身
分
規
定
と
し
て
は
、新
律
綱
領
に
五
等
親
図
が
あ
っ
た
。

五
等
親
図
は
律
令
法
の
親
属
規
定
（
た
と
え
ば
養
老
令
の
そ
れ
）
を
承
け
て
お
り
、
完
全
な
男
系
の
親
属
規
定
で
あ
り
、
等
親
制
も
令
制

の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
親
属
例
で
は
、⽛
配
偶
者
ノ
兄
弟
姉
妹
及
ヒ
其
配
偶
者
⽜
の
よ
う
に
親
族
間
の
親
疎
は
男
女
で
同
等
で

あ
り
、⽛
伯
叔
父
姑
舅
姨
姪
甥
⽜
と
い
っ
た
令
制
以
来
の
親
属
呼
称
も
廃
し
て
い
る
。
親
属
呼
称
は
、
単
な
る
血
縁
上
の
親
疎
を
示
す
も
の
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と
な
り
、
律
的
な
い
し
儒
教
的
価
値
序
列
を
示
す
等
親
制
を
含
ま
な
く
な
っ
た
の
で
、
男
女
の
非
対
称
性
も
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
24
）。

第
二
編
⽛
公
益
ニ
関
ス
ル
重
罪
軽
罪
⽜
で
は
、
先
に
述
べ
た
⽛
予
決
問
題
⽜
に
関
す
る
太
政
官
の
指
令
に
従
っ
て
、
大
き
な
修
正
を
受

け
た
。
ま
ず
第
一
章
が
⽛
天
皇
ノ
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
か
ら
⽛
皇
室
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
と
な
っ
た
。
刑
罰
も
、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
で
は
天
皇

の
身
体
に
対
す
る
危
害
罪
を
祖
父
母
父
母
に
対
す
る
罪
と
同
等
の
も
の
と
す
る
、
す
な
わ
ち
最
も
重
い
刑
罰
を
科
す
、
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
で
は
、⽛
天
皇
三
后
皇
太
子
ニ
対
シ
危
害
ヲ
加
ヘ
又
ハ
加
ヘ
ン
ト
シ
タ
ル
⽜
を
一
般
の
犯
罪
か
ら
区
別
し
て

特
別
類
型
の
犯
罪
行
為
と
し
、
一
律
に
⽛
死
刑
ニ
処
ス
⽜
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
不
敬
罪
に
お
い
て
も
、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
が
⽛
御
前
ニ

於
テ
公
然
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
⽜
と
規
定
し
た
面
前
性
と
公
然
性
の
条
件
が
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
で
は
取
り
除
か
れ
、⽛
不
敬
ノ
所
為
⽜

が
全
く
無
定
形
の
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
皇
族
に
対
す
る
危
害
罪
と
不
敬
罪
が
追
加
さ
れ
た
。

第
二
編
の
第
二
章
⽛
内
乱
ニ
関
ス
ル
罪
⽜
で
は
、⽛
首
魁
⽜
と
⽛
教
唆
者
⽜
の
刑
が
無
期
流
刑
か
ら
死
刑
に
変
更
さ
れ
、
内
乱
に
関
す
る

自
首
減
免
の
規
定
が
削
除
さ
れ
、
ま
た
、
内
乱
類
似
の
行
為
な
い
し
内
乱
に
付
随
す
る
行
為
の
規
定
が
概
括
化
さ
れ
、
条
文
数
も
減
少
し

た
。
内
乱
罪
の
規
定
か
ら
⽛
皇
嗣
ノ
順
序
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
⽜
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
地
位
は
内
乱
罪
の
問
題
か
ら

完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
（
25
）。
第
三
章
⽛
国
ノ
静
謐
ヲ
害
ス
ル
罪
⽜（⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
で
は
第
四
章
）
で
は
、
冒
頭
第
一
節
に
⽛
兇
徒
聚
衆

ノ
罪
⽜
が
加
え
ら
れ
（
26
）、⽛
往
来
通
信
ヲ
妨
害
ス
ル
罪
⽜
が
第
一
節
か
ら
第
六
節
に
移
さ
れ
た
。
犯
人
蔵
匿
罪
の
免
責
事
由
と
し
て
置
か
れ
て

い
た
親
属
規
定
は
削
除
さ
れ
、
第
一
編
末
尾
の
親
属
例
と
な
っ
た
。
囚
徒
逃
走
罪
と
犯
人
蔵
匿
罪
が
大
幅
に
整
理
さ
れ
た
ほ
か
、
浮
浪
罪

（
無
産
及
ヒ
乞き

っ

丐か
い

ノ
罪
）
が
削
除
さ
れ
、
違
警
罪
の
一
項
目
に
移
さ
れ
た
。
ま
た
、⽛
人
ノ
住
所
ヲ
犯
ス
罪
⽜
の
加
重
要
因
で
あ
っ
た
⽛
皇

城
門
ニ
入
リ
タ
ル
⽜
が
、⽛
官
署
⽜
と
⽛
皇
居
禁
苑
離
宮
行
在
所
及
ヒ
山
陵
内
⽜
に
拡
大
さ
れ
た
。⽛
公
務
ヲ
行
フ
ヲ
拒
ム
罪
⽜
に
徴
兵
忌

避
の
行
為
が
追
加
さ
れ
た
。
第
五
章
⽛
一
般
ノ
信
用
ヲ
害
ス
ル
罪
⽜
で
は
、
公
文
書
偽
造
罪
で
詔
書
偽
造
が
特
別
類
型
と
し
て
加
え
ら
れ
、

私
文
書
偽
造
罪
に
私
印
偽
造
が
加
え
ら
れ
た
。
第
六
章
⽛
一
般
ノ
健
康
ヲ
害
ス
ル
罪
⽜
か
ら
⽛
埋
葬
規
則
ニ
関
ス
ル
罪
⽜（
墓
地
外
へ
の
埋
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葬
）
が
除
か
れ
た
。
第
七
章
⽛
一
般
ノ
風
俗
ヲ
害
シ
及
ヒ
教
法
ニ
対
ス
ル
不
敬
ノ
罪
⽜
が
⽛
風
俗
ヲ
害
ス
ル
罪
⽜
と
な
り
、
そ
の
う
ち
か

ら
墳
墓
発
掘
罪
が
独
立
の
章
と
さ
れ
た
。
第
九
章
⽛
官
吏
瀆
職
ノ
罪
⽜
中
⽛
官
吏
人
民
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
で
は
拘
束
中
の
者
に
対
す
る
暴
行

脅
迫
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
類
型
が
削
除
さ
れ
た
。

第
三
編
で
は
、
冒
頭
の
殺
人
罪
で
節
名
が
⽛
謀
殺
毒
殺
故
殺
ノ
罪
⽜
か
ら
⽛
謀
殺
故
殺
ノ
罪
⽜
と
な
っ
た
（
27
）。
全
体
に
犯
罪
の
規
定
が
概

括
化
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
窃
盗
・
強
盗
や
放
火
罪
で
は
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
詳
細
な
行
為
態
様
の
区
分
は
か
な
り
整
理
さ
れ
た
。

第
四
編
違
警
罪
で
は
、
第
二
編
か
ら
削
除
さ
れ
た
浮
浪
罪
が
第
四
二
五
条
に
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
項
目
の
入
替
え
や
表
現
の
変
更
な
ど

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
四
編
違
警
罪
は
、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
で
置
か
れ
た
も
の
で
、
従
来
⽛
違
式
詿
違
条
例
⽜
な
ど
行
政
警
察

上
の
諸
規
則
と
し
て
あ
っ
た
軽
微
な
犯
罪
の
取
締
規
則
を
、
刑
法
中
に
組
み
入
れ
、
刑
法
犯
と
し
て
治
罪
法
の
手
続
に
よ
っ
て
処
分
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
八
七
二
（
明
治
一
五
）
年
の
刑
法
施
行
の
際
に
は
、
違
警
罪
は
各
警
察
署
に
お
い
て
扱
う
も

の
と
さ
れ
た
（
28
）。

五

元
老
院
審
議
か
ら
刑
法
の
公
布
へ

刑
法
草
案
審
査
局
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
六
月
二
五
日
付
で
太
政
官
に
刑
法
修
正
案
を
上
申
し
た
。⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
で

あ
る
。
そ
の
後
、刑
法
に
続
い
て
編
纂
作
業
が
進
ん
で
い
た
治
罪
法
の
草
案
審
査
が
治
罪
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
す
す
め
ら
れ
た
た
め
、

委
員
が
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
い
る
刑
法
草
案
審
査
局
の
活
動
は
休
止
状
態
に
入
っ
た
。

元
老
院
へ
の
議
案
の
下
付
は
、
治
罪
法
の
審
査
終
了
を
待
っ
て
、
一
八
八
〇
年
三
月
一
日
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
太
政
官
で
は
刑
法
審
査
修
正
案
を
元
老
院
に
下
付
す
る
件
を
検
討
し
た
。
内
閣
に
お
い
て
草
案
に
対
す
る
異
論
が

抑
え
難
か
っ
た
も
の
か
、
一
八
八
〇
年
二
月
七
日
、
刑
法
審
査
修
正
案
を
各
参
議
に
廻
附
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
存
の
あ
る
箇
所
は
附
箋
を
付
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し
て
、
こ
れ
を
併
せ
て
元
老
院
に
下
付
す
る
、
と
し
た
。

三
月
一
日
、⽛
刑
法
審
査
修
正
案
／
右
其
院
議
定
ニ
被
付
候
事
⽜
と
刑
法
審
査
修
正
案
が
議
案
と
し
て
元
老
院
に
下
付
さ
れ
た
際
、
当
初

は
⽛
但
参
議
大
木
喬
任
寺
島
宗
則
意
見
附
箋
ノ
分
為
参
考
付
セ
ラ
レ
候
事
⽜
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
木
喬
任
・
寺
島
宗
則
両
参
議

の
意
見
が
附
箋
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
審
議
の
参
考
に
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
日
、
太
政
官
は
元

老
院
に
対
し
て
そ
の
附
箋
を
付
し
た
両
参
議
の
意
見
を
返
却
す
る
よ
う
求
め
た
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
元
老
院
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
返

却
し
た
が
、
翌
日
、
太
政
官
は
⽛
用
済
ニ
付
⽜
こ
れ
を
再
び
元
老
院
に
⽛
返
却
⽜
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
日
に
な
っ
て
、
議
案
下
付
の

表
書
き
を
、
但
書
の
な
い
、
単
に
議
案
下
付
の
み
を
記
し
た
も
の
と
取
替
え
、
か
つ
大
木
・
寺
島
両
参
議
の
⽛
意
見
附
箋
⽜
を
付
し
た
二

冊
を
返
還
す
る
よ
う
、
太
政
官
か
ら
元
老
院
に
申
入
れ
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
／
右
其
院
議
定
ニ
被
付
候
事
⽜
と
の

み
記
し
た
元
老
院
へ
の
達
が
出
さ
れ
た
（
29
）。

こ
の
間
の
事
情
は
不
明
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
大
木
喬
任
・
寺
島
宗
則
の
二
参
議
の
⽛
意
見
⽜
な
る
も
の
も
発
見
で
き
て
い
な
い
。

元
老
院
は
、
三
月
一
五
日
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
第
一
読
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
（
三
月
一
一
日
元
老
院
届
出
）、
三
月
一
二
日
に
は
、
内

閣
委
員
と
し
て
法
制
部
よ
り
太
政
官
大
書
記
官
の
村
田
保
が
推
薦
さ
れ
、
こ
れ
が
元
老
院
に
通
達
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
一
八
八
〇
年
三
月
一
五
日
、
刑
法
審
査
修
正
案
の
審
議
が
始
ま
り
、
第
一
読
会
が
開
か
れ
た
（
30
）。
審
議
に
先
立
っ
て
、
内
閣

委
員
で
あ
る
太
政
官
大
書
記
官
村
田
保
に
よ
る
刑
法
審
査
修
正
案
の
編
纂
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
刑
法
審
査
修
正
案
の
編

纂
過
程
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
発
言
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
委
員
を
選
ん
で
法
案
全
体
を
検
討
し
、
修
正
案
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
修
正
委
員
と
し
て
、
議
長
の
指
名
に
よ
り
秋
月
種
樹
、
津
田
出
、
水
本
成
美
、
大
給
恒
、
鶴
田
皓
（
31
）の
五
名
が
選
ば

れ
た
と
こ
ろ
で
、
第
一
読
会
は
終
了
し
た
。

修
正
委
員
の
修
正
案
（
32
）は
、
三
月
二
四
日
、
議
長
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
三
月
二
九
日
、
第
二
読
会
が
開
か
れ
た
。
第
二
読
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会
で
は
、
こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
審
議
が
す
す
め
ら
れ
た
。
第
二
読
会
は
、
三
月
三
〇
日
、
四
月
二
日
と
開
か
れ
、
多
く
の
条
文
に
修
正

提
案
（
修
正
委
員
に
よ
る
修
正
案
に
対
す
る
修
正
案
）
が
出
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
否
決
さ
れ
、
全
四
編
全
部
の
審
議
を
終
わ
り
、
第
二
読

会
を
終
え
た
。

第
三
読
会
は
四
月
六
日
に
開
か
れ
た
。
第
一
一
四
条
ま
で
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
先
の
、
四
月
二
日
第
二
読
会
の
際
に
提
起
さ
れ
て
い
た

⽛
妾
⽜
の
復
活
提
案
が
な
さ
れ
た
。
盛
ん
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
、
結
局
、⽛
妾
⽜
を
復
活
す
る
こ
と
に
決
し
、
そ
の
修
正
案
を
作
成
す
る
委

員
を
決
定
し
た
。
柴
原
和
、
水
本
成
美
、
玉
乃
世
履
、
大
給
恒
、
津
田
出
の
五
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
日
の
審
議
を
終
え
た
。

一
〇
日
後
の
四
月
一
六
日
（
33
）、
第
三
読
会
の
続
き
の
会
が
開
か
れ
た
。⽛
妾
⽜
の
復
活
に
か
か
わ
る
、
修
正
委
員
に
よ
る
修
正
案
（
34
）の
審
議
か

ら
始
ま
っ
た
。
修
正
は
、
第
一
一
四
条
の
⽛
親
属
例
⽜
に
⽛
妾
⽜
を
追
加
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
夫
妻
に
か
か
わ
る
、
姦
通
、
重
婚
、
親

属
相
盗
に
つ
い
て
併
せ
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
四
条
、
第
三
一
一
条
、
第
三
五
三
条
、
第
三
五
四
条
、
第
三
七
七
条
の
五
ヶ

条
の
修
正
案
が
審
議
の
対
象
と
な
っ
た
。⽛
妾
⽜
の
復
活
を
求
め
る
議
官
ら
は
、
家
督
の
継
承
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
妾
に
よ
っ
て
得
た

子
が
私
生
で
は
な
く
嫡
出
で
あ
る
と
の
法
的
取
扱
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
皇
胤
の
確
保
の
た
め
に
も
必
要
な
事
柄
で
あ
る
、
こ

れ
は
古
代
以
来
⽛
数
百
年
来
ノ
風
俗
⽜
で
あ
っ
て
、
欧
米
の
文
明
に
適
う
制
度
が
必
要
と
さ
れ
る
と
し
て
も
に
わ
か
に
改
変
す
べ
き
で
は

な
い
、⽛
妾
⽜
は
存
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
の
主
張
を
、
じ
つ
に
多
様
な
論
点
を
も
ち
だ
し
て
主
張
し
た
。
し
か
し
、
現
今
の
文
化
が

発
展
し
て
き
た
な
か
で
は
、⽛
妾
⽜
を
妻
と
併
列
し
て
法
的
に
保
護
す
る
の
は
⽛
文
明
発
達
⽜
の
方
向
に
逆
行
す
る
、
あ
る
い
は
、
親
属
中

に
⽛
妾
⽜
を
置
く
と
親
属
関
係
の
秩
序
全
体
が
混
乱
す
る
、
と
い
っ
た
反
対
論
に
よ
っ
て
、
結
局
、⽛
妾
⽜
の
復
活
は
否
決
さ
れ
た
。
条
約

改
正
の
た
め
に
⽛
文
明
国
⽜
化
を
果
た
す
こ
と
が
明
治
政
府
の
課
題
で
あ
り
、
西
欧
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
逃
れ

よ
う
が
な
く
、
そ
こ
に
⽛
妾
⽜
が
置
か
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
第
一
一
七
条
、
第
一
七
三
条
、
第
四
一
八
条
、
第

四
二
六
条
、
第
四
二
七
条
、
第
四
二
九
条
、
第
四
三
〇
条
の
各
条
で
語
句
の
修
正
が
な
さ
れ
て
、
全
部
の
審
議
が
終
わ
り
、
こ
れ
で
元
老
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院
の
審
議
は
終
了
し
た
。

元
老
院
は
、
翌
四
月
一
七
日
、
下
付
さ
れ
た
印
刷
本
の
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
に
修
正
部
分
を
朱
書
し
た
形
で
修
正
案
を
太
政
官
に
上

申
し
た
。

元
老
院
修
正
案
は
、
太
政
官
法
制
部
に
お
け
る
審
査
を
経
て
四
月
二
〇
日
⽛
不
都
合
無
之
⽜
と
さ
れ
、
翌
二
一
日
、
閣
議
に
お
い
て
了

承
さ
れ
、
四
月
三
〇
日
、
諸
大
臣
、
参
議
の
署
名
に
よ
り
天
皇
の
裁
可
を
受
け
て
、
公
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
公
布
は
、

治
罪
法
と
併
せ
て
な
さ
れ
た
の
で
、
七
月
一
七
日
で
あ
る
。

終
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
一
三
年
公
布
の
刑
法
（
旧
刑
法
）
の
編
纂
過
程
、
と
く
に
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
審
査
過
程
を
全
面
的
に
再
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
再
検
討
の

作
業
を
通
じ
て
、
従
来
四
回
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
審
査
が
実
は
五
回
に
亙
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
た
多
く
の
草
案
類
を
審
査
過
程
上
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
推
測
す
る
し
か
な

か
っ
た
諸
草
案
の
連
関
と
各
草
案
の
審
査
段
階
を
、
ほ
ぼ
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

併
せ
て
元
老
院
の
審
議
過
程
を
検
討
し
、
議
案
の
元
老
院
下
付
か
ら
審
議
、
上
奏
に
い
た
る
ま
で
の
詳
細
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
従
来
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
元
老
院
関
係
の
資
料
の
利
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
付
論
：
刑
法
附
則
の
編
纂
】

刑
法
附
則
は
、
刑
法
の
附
属
法
令
で
あ
っ
て
、
刑
法
公
布
の
後
、
公
布
さ
れ
、
刑
法
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
。
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刑
法
附
則
は
、
刑
法
審
査
修
正
案
の
作
成
が
終
わ
っ
た
後
の
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
。
刑
法
草
案
審
査
局
は
、
審
査

修
正
案
を
上
進
し
た
後
、
完
成
し
た
刑
法
草
案
を
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
と
し
て
活
版
本
と
す
る
こ
と
、
ま
た
⽛
右
草
案
ニ
附
属
ス
ル
諸

規
則
等
⽜
に
つ
き
、
な
お
審
査
局
に
お
い
て
取
調
べ
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
完
了
す
る
ま
で
閉
局
し
な
い
こ
と
、
を
届
出
て
い

る
（
明
治
一
二
年
六
月
二
五
日
刑
法
草
案
審
査
総
裁
柳
原
前
光
届
出
）。
し
か
し
、
こ
の
後
、
治
罪
法
に
つ
い
て
、
刑
法
同
様
、
司
法
省
が
作
成

し
た
草
案
を
審
査
す
る
た
め
治
罪
法
草
案
審
査
局
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
（
同
年
九
月
三
〇
日
）、
同
年
一
一
月
か
ら
そ
の
審
査
が
始

ま
っ
た
。
同
局
の
委
員
は
刑
法
草
案
審
査
局
と
か
な
り
重
複
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
事
実
上
、
刑
法
草
案
審
査
局
の
作
業
は
休
止
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

刑
法
草
案
審
査
局
は
、
先
述
の
通
り
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
三
月
に
な
っ
て
、
す
な
わ
ち
刑
法
審
査
修
正
案
が
元
老
院
に
議
案

と
し
て
下
付
さ
れ
た
後
、
刑
法
の
公
布
形
式
な
ら
び
に
新
刑
法
施
行
に
伴
う
移
行
措
置
、⽛
新
旧
比
照
例
⽜
の
編
纂
に
つ
い
て
、
太
政
官
に

伺
い
出
た
（
明
治
一
三
年
三
月
一
〇
日
付
、
刑
法
草
案
審
査
局
伺
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
ノ
儀
ニ
付
伺
⽜）。
こ
の
伺
は
太
政
官
法
制
部
の
勘
査
を
経

て
（
三
月
二
四
日
）、
内
閣
の
承
認
を
経
（
三
月
二
五
日
）、
三
月
三
一
日
に
ほ
ぼ
伺
の
通
り
と
指
令
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
一
八
八
一
年
二
月
二
四
日
、
刑
法
草
案
審
査
局
は
刑
法
附
則
の
草
案
全
七
〇
条
を
太
政
官
に
上
進
し
た
（
35
）。⽛
委
員
⽜
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
の
は
、
判
事
昌
谷
千
里
、
太
政
官
権
大
書
記
官
名
村
泰
蔵
、
検
事
兼
議
官
鶴
田
皓
、
陸
軍
少
将
兼
議
官
津
田
出
、
元
老
院
幹

事
細
川
潤
次
郎
の
五
名
で
あ
る
。
同
草
案
は
、
太
政
官
法
制
部
の
審
査
を
経
て
修
正
を
加
え
ら
れ
、
九
月
二
九
日
に
な
っ
て
全
六
三
条
と

し
て
、
一
八
八
二
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
と
の
布
告
案
を
添
え
て
、
法
制
部
か
ら
上
申
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
閣
議
決
定
（
一
一
月
九

日
）
を
経
て
裁
可
さ
れ
た
後
、
元
老
院
の
検
視
に
付
さ
れ
（
一
一
月
一
五
日
）、
元
老
院
か
ら
の
検
視
上
奏
（
一
一
月
三
〇
日
、
検
視
会
と
同

日
）
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
参
事
院
の
審
査
に
付
さ
れ
た
模
様
で
、
一
二
月
六
日
に
参
事
院
か
ら
⽛
該
案
ノ
通
御
裁
可
相
成
可
然
哉
⽜
と
の

上
申
が
あ
り
、
内
閣
書
記
官
局
な
ら
び
に
内
閣
に
お
け
る
承
認
（
一
二
月
八
日
）
を
経
て
、
よ
う
や
く
一
二
月
一
四
日
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
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か
く
し
て
、
刑
法
附
則
は
、
一
二
月
一
九
日
、
翌
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
こ
と
が
公
布
さ
れ
た
。

な
お
、
刑
法
附
則
上
申
の
日
、
一
八
八
一
年
二
月
二
四
日
、
刑
法
草
案
審
査
局
は
そ
の
閉
局
を
届
け
出
、
刑
法
草
案
審
査
委
員
の
被
免

を
願
出
た
。
被
免
の
辞
令
が
出
た
の
は
三
月
一
一
日
で
あ
る
。

こ
の
前
後
か
ら
、
太
政
官
で
は
司
法
省
の
稟
議
を
受
け
て
刑
法
・
治
罪
法
の
施
行
手
順
を
検
討
し
て
お
り
、
法
制
部
で
は
、
明
治
一
五

年
一
月
一
日
施
行
の
布
告
案
を
ま
と
め
て
い
る
（
一
八
八
一
年
六
月
二
五
日
）。

【
注
】

（
1
）
新
井
勉
⽛
旧
刑
法
の
編
纂
（
一
）、（
二
）⽜⽝
法
学
論
叢
⽞
九
八
巻
一
号
、
同
四
号

一
九
七
五
年

（
2
）
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
⽝
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
⽞（
早
稲
田
大
学
図
書
館
資
料
叢
刊
1

早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
七
六
・
一
九
七
七
年
）

に
付
さ
れ
た
⽛
解
題
⽜、
吉
井
蒼
生
夫
⽛
旧
刑
法
の
制
定
と
⽛
皇
室
に
対
す
る
罪
⽜⽜⽝
神
奈
川
法
学
⽞
一
三
―
三
、
一
九
七
七
年
、
霞
信
彦
⽛
明
治
一
五
年
刑

法
三
一
一
条
に
関
す
る
一
考
察
⽜⽝
法
学
研
究
⽞
五
二
―
一
、
一
九
七
九
年
、
浅
古
弘
⽛
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
⽜⽝
早
稲
田
法
学
⽞
五
七
―
三
、
一
九
八
二

年
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
⽝
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
⽞（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
）
一
九
八
四
年
の
⽛
解
説
⽜
な
ど
。

と
く
に
、
前
掲
吉
井
論
文
は
、
旧
刑
法
編
纂
の
様
相
を
詳
細
か
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。

（
3
）
三
田
奈
穂
⽛
旧
刑
法
⽝
数
罪
倶
発
⽞
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
―
司
法
省
段
階
に
お
け
る
編
纂
を
中
心
と
し
て
⽜⽝
法
学
政
治
学
論
究
⽞
七
六
、
二
〇
〇

八
年
、
同
⽛
旧
刑
法
の
成
立
と
村
田
保
―
数
罪
倶
発
条
を
手
掛
か
り
と
し
て
⽜⽝
法
学
政
治
学
論
究
⽞
七
九
、
二
〇
〇
八
年
、
同
⽛
同
旧
刑
法
数
罪
発
条

と
治
罪
法
第
一
三
条
但
書
：
手
続
法
の
な
か
に
み
る
実
体
的
規
定
を
め
ぐ
っ
て
⽜⽝
法
学
政
治
学
論
究
⽞
九
四
、
二
〇
一
二
年

（
4
）
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
委
員
、
と
く
に
纂
集
長
で
あ
っ
た
鶴
田
晧
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
議
論
を
記
録
し
た
も
の
が

⽛
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
⽜で
あ
る
。
鶴
田
皓
旧
蔵
の
本
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、そ
の
写
真
版
に
解
説
を
付
し
た
刊
本
が
、前
注（
二
）

に
掲
げ
た
⽝
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
⽞
で
あ
る
。
そ
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
日
本
立
法
資
料
全
集
⽝
旧
刑
法
⽞（
3
）
Ⅰ

～
Ⅳ
、
一
九
九
六
～
二
〇
一
〇
年
（
信
山
社
）
に
、
活
字
化
し
て
覆
刻
し
た
。

（
5
）
司
法
省
編
纂
段
階
の
諸
草
案
は
、
法
務
図
書
館
所
蔵
の
諸
草
案
、
諸
記
録
な
ら
び
に
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
⽛
梧
陰
文
庫
⽜（
井
上
毅
旧
蔵
文
書
）、
最
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高
裁
判
所
図
書
館
所
蔵
の
明
治
期
資
料
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
諸
草
案
に
つ
い
て
は
、
上
記
⽛
会
議
筆
記
⽜
と
と
も
に
、
日
本
立
法
資
料
全

集
⽝
旧
刑
法
⽞（
1
）～（
3
）
既
刊
七
冊
、
一
九
九
二
～
二
〇
一
〇
年
（
信
山
社
）
に
整
理
・
収
録
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
司
法
省
に
お
け
る
編
纂
過
程
で

の
草
案
の
変
遷
を
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
と
と
も
に
、
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
）
い
ず
れ
も
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。⽛
元
老
院
会
議
筆
記
⽜
に
つ
い
て
注
30
参
照
。
こ
れ
は
、
明
治
法
制
経
済
史
研
究
所
編
⽝
元
老
院
会
議
筆
記
⽞
と
し
て

復
刻
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
三
年
刑
法
の
審
議
経
過
は
、
同
書
⽛
前
期
第
八
巻
⽜
中
⽛
第
一
七
四
号
議
案
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
7
）
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
草
案
類
の
主
要
な
も
の
は
、
前
掲
⽛
鶴
田
文
書
⽜
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
か
つ
て
早
稲
田
大
学
鶴
田

文
書
研
究
会
編
⽝
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
⽞（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
一
九
八
四
年
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
法
務
図
書
館
所
蔵
の

草
案
類
と
、
国
学
院
大
学
所
蔵
⽛
梧
陰
文
庫
⽜
な
ら
び
に
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
⽛
村
田
文
書
⽜
に
含
ま
れ
る
草
案
、
そ
し
て
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
草
案

が
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
草
案
の
全
て
で
あ
る
。

（
8
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
か
つ
て
学
会
報
告
に
お
い
て
詳
細
を
検
討
し
（
吉
井
蒼
生
夫
・
藤
田
正

一
九
七
七
年
度
法
制
史
学
会
研
究
大
会
報
告
⽛
旧

刑
法
の
編
纂
と
そ
の
意
義
⽜）、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
⽝
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
⽞
に
審
査
過
程
と
資
料
に
関
す
る
⽛
解
説
⽜
を
付
し
た
。
ほ
か

に
、
前
掲
、
浅
古
⽛
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
⽜（
前
注
2
）
が
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
三
田
論
文
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
の
村
田
保
旧
蔵
文
書
を
用

い
て
新
た
な
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る
（
前
注
3
）。

（
9
）
元
老
院
で
は
、
刑
法
草
案
の
審
議
に
備
え
て
、
明
治
九
年
七
月
か
ら
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
依
頼
し
て
元
老
院
議
官
を
対
象
と
す
る
刑
法
講
義
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
の
各
回
の
講
義
録
は
小
冊
子
と
し
て
元
老
院
議
官
に
配
布
さ
れ
た
。
の
ち
、
栗
本
貞
次
郎
、
河
津
祐
之
、
山
崎
直
胤
の
訳
で
⽝
刑
法
草
案
講
義
筆
記
⽞

と
し
て
明
治
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
明
治
九
年
一
二
月
七
日
付
、
井
上
毅
宛
伊
藤
博
文
書
簡
（⽝
井
上
毅
伝

史
料
編

第
五
⽞
一
二
頁
（
国
学
院
大
学
図
書
館
、
一
九
七
五
年
）

こ
の
と
き
、
伊
藤
博
文
は
法
制
局
長
官
、
井
上
毅
は
法
制
局
主
事
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
、
伊
藤
は
井
上
毅
に
対
し
、
大
木
喬
任
司
法
卿
と
の
間
に
特
別

委
員
に
よ
る
司
法
省
草
案
の
取
調
べ
を
内
約
し
た
こ
と
、
元
老
院
・
司
法
省
・
法
制
局
か
ら
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
、
取
調
べ
の
日
数
を
定
め
て
お
く
こ
と
、

委
員
に
よ
る
取
調
べ
後
は
元
老
院
の
審
議
に
付
す
こ
と
、⽛
委
員
局
⽜
は
太
政
官
中
に
置
く
こ
と
、
委
員
に
必
ず
鶴
田
皓
を
含
め
る
こ
と
、
を
指
示
し
た
。

他
方
、
司
法
省
は
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
を
各
裁
判
所
に
送
っ
て
意
見
を
求
め
て
い
る
。⽛
委
員
局
⽜
に
お
け
る
審
議
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
高
裁
判
所
図
書
館
に
い
く
つ
か
の
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
た
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
一
八
七
七
年
一
二
月
九
日
付
大
木
司
法
卿
名
の

⽛
本
案
ニ
付
意
見
モ
有
之
候
ハ
ゝ
条
件
ヲ
詳
記
シ
来
十
一
年
二
月
上
旬
迄
ニ
可
被
差
出
候
⽜
と
の
達
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
元
老
院
か
ら
陸
奥
宗
光
・
細
川
潤
次
郎
・
津
田
出
・
柳
原
前
光
、
太
政
官
か
ら
井
上
毅
・
村
田
保
・
山
崎
直
胤
、
司
法
省
か
ら
は
当
初
鶴
田
皓
の
み
で
あ
っ
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た
が
、
開
設
時
に
は
司
法
省
か
ら
名
村
泰
蔵
・
昌
谷
千
里
が
御
用
掛
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
月
末
に
は
司
法
大
輔
山
田
顕
義
も
委
員
に
加
え
ら
れ
、

六
月
、
元
老
院
議
官
中
島
信
行
が
委
員
に
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
元
老
院
・
太
政
官
法
制
局
・
司
法
省
か
ら
御
用
掛
の
ス
タ
ッ
フ
が
数
名
ず
つ
任
命
さ

れ
て
い
る
。

（
12
）
村
田
保
⽛
法
制
実
歴
談
⽜⽝
法
学
協
会
雑
誌
⽞
三
二
巻
四
号
、
ま
た
、
三
田
前
掲
⽛
旧
刑
法
の
成
立
と
村
田
保
―
数
罪
倶
発
条
を
手
掛
か
り
と
し
て
⽜
一

四
六
頁
に
よ
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
の
村
田
保
旧
蔵
本
に
、
こ
の
口
達
の
書
き
込
み
が
あ
る
と
い
う
。

（
13
）
⽛
刑
法
草
按
中
期
満
免
除
并
大
赦
特
赦
及
ヒ
皇
室
ニ
対
ス
ル
刑
名
等
ノ
儀
ニ
付
伺
⽜（⽝
明
治
十
一
年
十
月

公
文
録

局
之
部

全
⽞
国
立
公
文
書
館

二

Ａ
―
一
〇
―
（
公
）
二
二
四
六
）

（
14
）
⽛
刑
法
草
案
中
妾
ニ
係
ル
条
章
廃
存
ノ
件
⽜（⽝
明
治
十
二
年
六
月

公
文
録

局
之
部

全
⽞
国
立
公
文
書
館

二
Ａ
―
一
〇
―
（
公
）
二
四
二
八
）

こ
の
資
料
に
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
の
伺
（
明
治
十
二
年
二
月
二
七
日
付
）、
法
制
局
の
議
案
（
同
年
三
月
二
五
日
付
）、
そ
の
太
政
官
に
お
け
る
決
裁
（
同

年
三
月
二
五
日
付
）、
内
閣
書
記
官
局
の
議
案
（
同
年
五
月
二
八
日
付
）、
そ
の
太
政
官
に
お
け
る
裁
可
（
同
年
六
月
一
七
日
付
）、
太
政
官
指
令
（
同
年
六
月

二
三
日
付
）
と
い
う
よ
う
に
、
伺
に
始
ま
っ
て
指
令
に
至
る
一
連
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
太
政
官
に
お
け
る
審
議
各
段
階
の
文
書
が
含
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
太
政
官
に
お
け
る
立
法
過
程
な
い
し
政
策
決
定
過
程
を
窺
い
得
る
も
の
と
し
て
も
興
味
深
い
。

（
15
）
こ
の
意
見
書
は
、
前
注
の
書
類
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
16
）
⽝
明
治
十
三
年
三
月

公
文
録

局
之
部

全
⽞
国
立
公
文
書
館

二
Ａ
―
一
〇
―
（
公
）
二
八
〇
七

（
17
）
元
老
院
に
お
け
る
刑
法
審
査
修
正
案
の
審
議
冒
頭
、
政
府
委
員
村
田
保
に
よ
る
刑
法
案
成
立
の
由
来
の
説
明
の
う
ち
。
復
刻
版
⽝
元
老
院
会
議
筆
記
⽞
前

期
第
八
巻
、
五
七
頁
。

（
18
）
刑
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
諸
草
案
の
う
ち
、（
1
）、（
3
）、（
8
）、（
11
）
は
、
す
で
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
前
注
7
を
参
照
。

（
19
）
法
務
図
書
館

Ｘ
Ｂ
一
〇
〇
、
Ｇ
二
―
一
―
一
四
は
、
細
川
潤
次
郎
旧
蔵
文
書
⽛
吾
園
叢
書
⽜
の
第
一
四
冊
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
以
下
の
八
種
の
草
案

が
綴
込
ま
れ
て
い
る
。
各
草
案
の
頭
に
付
し
た
番
号
は
筆
者
が
便
宜
の
た
め
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、⽛
刑
法
修
正
案

全
⽜（
第
一
～
一
一
五
条
）

⽛
刑
法
修
正
案

第
貳
編
⽜（
第
一
一
六
～
二
八
六
条
（
朱
訂
後
は
第
二
九
一
条
ま
で
））

⽛
刑
法
修
正
案

第
三
編
／
第
四
編
⽜（
第
二
九
二
～
四
二
四
条
（
朱
訂
後
は
第
四
百
二
五
～
四
三
〇
条
）

二
、⽛
刑
法
修
正
案
⽜（
第
一
～
一
一
四
条
）

三
、⽛
刑
法
第
二
編
第
一
第
二
章
草
案
⽜（
第
一
一
六
〜
一
三
五
条
）
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四
、⽛
刑
法
草
案
⽜（
第
二
編
第
九
章
第
三
〇
四
～
三
二
六
条
、
第
三
編
第
一
章
第
一
節
第
三
二
七
～
三
三
三
条
、
第
四
一
〇
～
四
二
三
条
、
の
三
つ
の
断

片
）、

断
片
（
第
九
章
第
一
節
第
三
〇
四
～
三
二
六
条
）

五
、⽛
刑
法
⽜（
第
一
編

総
則
第
一
～
七
七
条
）

な
お
、
吾
園
叢
書
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
の
整
理
に
か
か
る
⽝
貴
重
書
目
録
⽞
が
あ
る
。

（
20
）
明
治
一
一
年
七
月
九
日
届
出
。⽛
当
局
暑
中
休
暇
届
⽜
に
よ
る
（⽝
明
治
一
一
年
七
月

公
文
録

局
之
部
二
⽞
国
立
公
文
書
館

二
Ａ
―
一
〇
―
（
公
）

二
二
四
四
）

（
21
）
前
注
13
参
照
。

（
22
）
前
注
14
参
照
。

（
23
）
前
注
14
の
文
書
、
す
な
わ
ち
、
妾
の
存
否
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
一
連
の
文
書
に
含
ま
れ
る
。

（
24
）
親
属
例
の
最
初
の
案
で
は
、
令
制
以
来
の
親
属
呼
称
で
あ
る
⽛
伯
叔
父
姑
舅
姨
姪
甥
⽜
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
令
制
の
呼
称
と
し
て
は
、⽛
伯

叔
父
姑
⽜
は
父
方
の
親
族
で
あ
り
、
父
よ
り
年
長
の
父
の
兄
弟
・
父
よ
り
年
少
の
父
の
兄
弟
・
父
よ
り
年
長
の
父
の
姉
妹
・
父
よ
り
年
少
の
父
の
姉
妹
で
あ

る
。⽛
舅
姨
⽜
は
母
方
の
親
族
で
あ
り
、
母
の
兄
弟
・
母
の
姉
妹
で
あ
る
。⽛
姪
甥
⽜
は
兄
弟
の
男
子
・
姉
妹
の
男
子
、
を
指
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
等
も
男
系
・

直
系
の
親
族
秩
序
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
呼
称
を
用
い
て
い
な
が
ら
、
親
属
例
で
は
、
元
来
含
ま
れ
て
い
た
男
系
中
心
の
親
族
秩
序
を
排
除
し
、

た
と
え
ば
、
配
偶
者
の
⽛
伯
叔
父
姑
舅
姨
姪
甥
⽜
も
同
様
に
親
属
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
令
制
と
同
じ
親
属
呼
称
を
用
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
異
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、⽛
子
孫
⽜
や
⽛
姪
甥
⽜
に
は
男
子
の
み
な
ら
ず
女
子
も
含
む
も
の
と
し
て
立
案
さ
れ
て
い

た
と
み
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
同
じ
語
を
用
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
編
纂
者
の
親
属
観
に
決
定
的
な

変
化
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

親
属
例
の
条
文
は
、
そ
の
後
の
審
査
局
に
お
け
る
修
正
を
経
て
、
用
語
法
を
決
定
的
に
変
化
さ
せ
て
令
制
の
呼
称
を
廃
し
、
た
と
え
ば
⽛
姪
甥
⽜
は
⽛
父

母
ノ
兄
弟
姉
妹
ノ
子
⽜
の
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
⽛
子
⽜
は
女
子
も
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
刑
法
草
案
審
査
局
は
、

律
的
親
属
観
と
の
決
別
を
用
語
の
上
で
示
し
た
の
で
あ
り
、
親
属
例
を
律
的
に
読
む
こ
と
を
排
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
、
妾
の
⽛
復
活
⽜
が
可
能
な

段
階
は
、
と
う
に
過
ぎ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
25
）
天
皇
に
対
す
る
犯
罪
は
、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
編
纂
当
初
、
最
初
に
成
立
し
た
⽛
日
本
刑
法
草
案

第
一
稿
⽜（
明
治
九
年
一
二
月
上
申
）
で
は
⽛
天
皇

ノ
身
体
及
ヒ
主
権
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
と
し
て
、
天
皇
に
対
す
る
身
体
危
害
罪
と
不
敬
罪
な
ら
び
に
内
乱
罪
が
一
章
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
に
対
す
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る
罪
は
国
家
権
力
そ
の
も
の
に
対
す
る
罪
と
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
⽛
第
一
稿
⽜
の
審
議
の
段
階
か
ら
、
第
二
編
の
冒
頭
が

第
一
章
⽛
天
皇
ノ
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
と
第
二
章
⽛
国
ノ
内
乱
ニ
関
す
る
罪
⽜
と
に
分
割
さ
れ
、
天
皇
に
対
す
る
罪
は
、
天
皇
個
人
の
身
体
と
身
分
的
権
威

を
保
護
す
る
犯
罪
に
純
化
し
た
。
本
文
に
示
し
た
修
正
は
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
前
注
2
に
掲
げ
た
吉
井
1977
を
参
照
。

（
26
）
⽛
兇
徒
聚
衆
ノ
罪
⽜
は
直
接
に
は
新
律
綱
領
の
賊
盗
律
⽛
兇
徒
聚
衆
⽜
条
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
に
こ
の
罪
は
置
か
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
編
纂
過
程
で
は
い
く
つ
か
の
犯
罪
の
加
重
要
因
と
し
て
、
多
衆
に
よ
る
行
為
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。

⽛
兇
徒
聚
衆
ノ
罪
⽜
と
似
て
み
え
る
も
の
に
⽛
匪
徒
結
夥
ノ
罪
⽜
が
あ
る
。
司
法
省
に
お
け
る
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
編
纂
過
程
で
第
一
稿
に
姿
を
み
せ
て

い
た
。
第
一
稿
で
は
⽛
国
ノ
静
謐
ヲ
害
ス
ル
罪
⽜
の
第
七
節
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、⽛
匪
徒
⽜
す
な
わ
ち
無
法
の
輩
が
徒
党
を
組
ん
だ
も
の
を

対
象
と
し
た
も
の
で
、
第
二
稿
に
お
い
て
⽛
此
一
節
ハ
本
邦
引
擬
ス
ヘ
キ
実
例
ナ
キ
ニ
依
リ
削
除
ス
⽜
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
27
）
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
で
は
、
殺
人
罪
の
規
定
、
す
な
わ
ち
第
三
編
第
一
章
⽛
身
体
ニ
対
ス
ル
罪
⽜
の
第
一
節
⽛
謀
殺
毒
殺
故
殺
ノ
罪
⽜
の
初
条
が
⽛
豫
メ
謀

テ
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
者
⽜
す
な
わ
ち
謀
殺
罪
で
あ
り
、
殺
人
の
一
般
規
定
で
は
な
い
。⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
が
範
と
し
た
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
刑
法
で
は
、
殺
人

罪
は
故
意
殺
の
規
定
、
す
な
わ
ち
殺
人
の
一
般
規
定
か
ら
始
ま
る
。
論
理
的
展
開
か
ら
み
て
も
⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
の
殺
人
罪
規
定
は
不
自
然
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜
で
も
、
冒
頭
を
謀
殺
と
す
る
構
成
は
変
え
な
か
っ
た
の
で
、
論
理
的
に
は
整
合
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
は
、
新
律
綱
領
で
殺
人
罪
を
規
定
し
た
⽛
人
命
律
⽜
が
⽛
謀
殺
⽜
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
律
綱
領
で
は
、

殺
人
罪
の
規
定
は
⽛
謀
殺
⽜
か
ら
始
ま
り
、⽛
故
殺
⽜
は
同
じ
⽛
人
命
律
⽜
中
に
殺
人
類
型
の
一
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
律
綱
領
に
お
け
る
⽛
故

殺
⽜
と
、⽛
日
本
刑
法
草
案
⽜
以
降
の
⽛
故
意
ヲ
以
テ
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
⽜
が
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
水
林
彪
に
よ
る
新
律
綱
領
の
注
釈
を

参
照
（
石
井
紫
郎
・
水
林
彪
⽝
法
と
秩
序
⽞
日
本
近
代
思
想
体
系
7
、
岩
波
書
店

一
九
九
二
年
、
二
五
二
頁
）。

（
28
）
第
四
編
違
警
罪
は
、
治
罪
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
治
安
裁
判
所
を
違
警
罪
裁
判
所
と
し
て
審
判
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
う
な
ら
な
か
っ

た
。
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
九
月
の
違
警
罪
審
判
手
続
（
太
政
官
四
四
号
布
告
）
で
は
、

違
警
罪
ノ
審
判
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
手
続
ハ
治
罪
法
ニ
従
フ
ヘ
シ
ト
雖
モ
、
実
際
已
ム
ヲ
得
サ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
、
当
分
ノ
内
便
宜
取
計
ラ
ヒ
、
其
裁
判

言
渡
ニ
付
テ
ハ
、
総
テ
上
訴
ヲ
許
サ
ス
、
此
旨
布
告
候
事

と
、
当
分
の
間
治
罪
法
に
よ
ら
な
い
便
宜
取
り
計
ら
い
を
許
す
と
し
、
そ
の
⽛
便
宜
取
計
ラ
ヒ
⽜
と
は
、
同
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て

治
罪
法
中
、
違
警
罪
裁
判
ノ
儀
ハ
、
当
分
三
府
五
港
ノ
市
区
ヲ
除
ク
ノ
外
、
府
県
警
察
署
又
ハ
警
察
分
署
ニ
テ
裁
判
可
致
候
、
‥
‥
‥

す
な
わ
ち
、
府
県
警
察
署
な
い
し
警
察
分
署
に
お
い
て
裁
判
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
⽛
三
府
五
港
⽜
と
は
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
函
館
・
新
潟
・
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神
奈
川
・
兵
庫
・
長
崎
を
指
す
。
こ
れ
ら
を
除
く
と
は
、
す
な
わ
ち
、
外
国
人
の
い
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
眼
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
⽛
便
宜
取
計
ラ
ヒ
⽜
に

よ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
九
月
に
は
先
の
違
警
罪
審
判
手
続
に
替
え
て
違
警
罪
即
決
例
を
定
め
て
、
警
察
署
長
に
違

警
罪
犯
人
の
即
決
処
分
権
を
与
え
、⽛
当
分
ノ
内
⽜
の
⽛
便
宜
取
計
ラ
ヒ
⽜
が
恒
久
的
な
制
度
と
な
っ
た
。

違
警
罪
即
決
例

第
一
条

警
察
署
長
及
ヒ
分
署
長
又
ハ
其
代
理
タ
ル
官
吏
ハ
其
管
轄
内
ニ
於
テ
犯
シ
タ
ル
違
警
罪
ヲ
即
決
ス
ヘ
シ

こ
の
問
題
は
、
取
り
締
ま
る
側
が
、
従
来
行
政
警
察
的
取
り
締
ま
り
を
行
な
っ
て
き
た
よ
う
な
場
合
に
治
罪
法
の
刑
事
手
続
き
を
要
す
る
こ
と
を
嫌
い
、

よ
り
自
由
な
取
締
り
の
形
態
を
望
ん
だ
、
と
い
う
、
戦
前
日
本
国
家
の
反
人
権
的
な
性
格
を
示
す
も
の
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
実

際
に
は
、
治
罪
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て
全
国
に
多
く
の
裁
判
所
と
、
裁
判
所
ご
と
の
判
事
・
検
事
や
職
員
を
用
意
す
る
こ
と
が
、
法
曹
養
成
の
面
か
ら
も
難

し
く
、
何
よ
り
財
政
的
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
司
法
省
は
数
度
に
わ
た
り
、
刑
法
・
治
罪
法
施
行
に
と
も
な
う
経
費
の
見
積
を
添
え
て
大

蔵
省
に
特
別
予
算
の
請
求
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
29
）
⽝
明
治
十
三
年

議
案
録

上
⽞
国
立
公
文
書
館
、
元
老
院
関
係
書
類

二
Ａ
―
三
四
―
五
（
単
）
一
九
五
二
。

（
30
）
以
下
、
元
老
院
に
お
け
る
審
議
の
経
過
は
⽝
元
老
院
会
議
筆
記
⽞
に
よ
る
。⽝
元
老
院
会
議
筆
記
⽞
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
元
老
院
が
作
成
し
た
議
事

録
で
あ
る
が
、
議
事
速
記
で
は
な
く
、
要
領
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
議
案
ご
と
に
、
審
議
さ
れ
た
法
案
と
各
議
官
の
発
言
な
ど
、
議
事
の
様
子
を

記
し
て
お
り
、
元
老
院
に
お
け
る
議
案
審
議
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
老
院
の
会
議
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を
活
版
印
刷
し
た
も
の
で
、
こ

の
頃
は
各
一
五
〇
部
を
印
刷
し
て
太
政
官
初
め
各
所
へ
配
布
し
た
と
い
う
。
な
お
、
復
刻
本
が
あ
る
。
注
6
参
照
。

（
31
）
鶴
田
は
、
こ
の
直
前
、
三
月
一
一
日
付
で
元
老
院
議
官
兼
任
の
辞
令
を
受
け
た
。
刑
法
審
査
修
正
案
の
元
老
院
審
議
に
そ
な
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
参
議
兼
司
法
卿
で
あ
っ
た
大
木
喬
任
が
、
同
年
二
月
二
八
日
に
元
老
院
議
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
同
じ
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

（
32
）
⽝
明
治
十
三
年

修
正
案

全
⽞
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
元
老
院
関
係
書
類

二
Ａ
―
三
四
―
四
（
単
）
一
八
六
五
。

（
33
）
四
月
七
日
に
提
出
さ
れ
た
修
正
案
の
審
議
が
一
六
日
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
間
、
元
老
院
で
は
、
地
方
官
会
議
で
議
決
さ
れ
た

議
案
や
税
制
な
ど
、
連
日
審
議
が
続
い
て
お
り
、
か
な
り
多
忙
な
時
期
で
あ
っ
た
が
、
議
事
日
程
の
決
定
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
他
方
、
太
政
官

か
ら
は
、
四
月
一
三
日
付
で
、
二
七
日
ま
で
に
議
決
す
る
よ
う
に
と
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は

御
照
会
案

其
院
議
定
ニ
被
付
候
刑
法
審
査
修
正
案
及
ヒ
治
罪
法
審
査
修
正
案
ノ
儀
ハ
急
施
ヲ
要
ス
ル
ニ
付
本
月
二
十
七
二
日
迄
ニ
議
定
可
有
之
此
旨
及
照
会
候
也

明
治
十
三
年
四
月
十
三
日

太
政
大
臣
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議
長
大
木
喬
任
殿

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
34
）
注
30
と
同
じ
。

（
35
）
⽝
明
治
十
四
年
公
文
録

太
政
官
十
二
月
第
一
⽞
国
立
公
文
書
館

二
Ａ
―
一
〇
（
公
）
二
九
二
七
。

＊
(後
注
）
本
稿
で
紹
介
し
た
新
発
見
の
⽛
刑
法
審
査
修
正
案
⽜（
貴
族
院
本
）
は
、
日
本
立
法
資
料
全
集
⽝
旧
刑
法
⽞（
4
）（
信
山
社
、
近
刊
予
定
）
に
お
い
て

全
文
が
覆
刻
さ
れ
る
。
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Sur la naissance du projet de lʼancien Code pénal
japonais (projet révisé du Code pénal)

―réflexion appuyée sur les documents récemment découverts―

Tadashi FUJITA

Le gouvernement Meiji a promulgué le Code pénal en juillet 1880
(Meiji 13). Il sʼagit du premier code japonais de style européen. Ce Code
restait valable jusquʼà 1908 (Meiji 41), lʼannée où le Code pénal actuel a été
appliqué.
Si lʼon examine de près le processus de la codification du Code pénal,

tout a commencé en avril 1876 (Meiji 9) au ministère de la Justice où
plusieurs versions des articles ont été successivement élaborées, pour
arriver à son dernier projet, qui a été ensuite passé au cabinet (Dajokan)
en novembre 1877. Au Dajokan ce projet a été éxaminé en tous points
dans un comité spécialement formé en vue dʼune étude approfondie. A
notre connaissance, il y existe une dizaine dʼavant-projets censés être
rédigés dans ce comité au cours des dix-huit mois. Au bout de longues
délibérations, le comité a finalement rendu leurʠprojet révisé du Code
pénalʡau Dajokan en juillet 1879 (Meiji 12). La dernière étape avant la
promulgation, cʼest au Sénat où de vives discussions se sont élevées entre
une vingtaine de sénateurs, surtout sur la place de maîtresse (mekake)
dans la famille. Le Sénat a terminé sa délibération en avril 1880.
En ce qui concerne les détails du travail dans le comité du Dajokan,

nous avons récemment découvert de nouveaux documents à la
Bibliothèque de la Diète, quʼon appellerait désormaisʠKizokuin-bonʡà
titre provisoire. Ces archives nous ont permis de revoir lʼensemble de
lʼétude effectuée dans ce comité en examinant chaque étape de travail.
Tout cela nʼétait possible que par ces archives miraculeusement
découvertes. Pour ne citer quʼun exemple, nous savons maintenant que
cinq séances ont eu lieu pour examiner le projet du ministère de la
Justice, tandis que lʼon croyait longtemps quʼil nʼy en avait que quatre
selon ce que Murata Tamotsu, un des membres du comité, avait écrit
dans un article pour une revue. En plus, à propos de ces avant-projets
mentionnés plus haut, les documentsʠKizokuin-bonʡont rendu possible
de les distribuer à chaque séance, ce qui ne semblait pas faisable avant
cette découverte.
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